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〔開会 午前１０時００分〕 

 

◎◎◎◎    開会・開会・開会・開会・開議宣告開議宣告開議宣告開議宣告    

○議長（能登谷正人君） 本日の出席議員は 15 名です。 

よって、定足数に達しておりますので、本日の会議は成立いたしました。 

これより平成 27 年９月７日招集八雲町議会第３回定例会を開会いたします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

日程に入る前に、議長より諸般の報告をいたします。 

監査委員から７月分の例月現金出納検査の報告書の提出がございました。報告書の提出

通知は、お手元に配布のとおりであります。詳しいことにつきましては、事務局に保管し

てあります関係書類を必要に応じ、ご覧いただきたいと存じます。 

次に議長の日程行動関係でありますが、８月 28 日に乙部町において、渡島町村議会議長

会臨時総会及び渡島檜山町村議会議長連絡会議が開催され、出席してまいりました。 

以上、概略を報告致しましたが、詳しい事につきましては事務局に保管してあります関

係書類をごらんいただきたいと存じます。 

次に議会広報編集のため、議会事務局職員による議場内の写真撮影を許可しております

ので、ご報告いたします。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

 

◎◎◎◎    日程第１日程第１日程第１日程第１    議会運営議会運営議会運営議会運営委員会委員会委員会委員会委員長報告委員長報告委員長報告委員長報告    

○議長（能登谷正人君） 日程第１ 議会運営委員会委員長より報告がございます。 

本定例会の運営について、９月２日議会運営委員会が開催され、協議されておりますの

で、議会運営委員会委員長から報告をしていただきます。 

○13 番（岡田修明君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 委員長。 

○13 番（岡田修明君） おはようございます。議会運営委員会委員長としてご報告いたし

ます。 

本日をもって招集されました第３回定例会の運営について、去る９月２日、議会運営委

員会を開催し、協議いたしました。以下、その結果を報告いたしますので、議員各位のご

協力をお願いいたします。 

本定例会に町長より提出されている案件は、既に配付されております議案 11 件及び平成

26 年度各会計の決算認定 10 件で、合わせて 21 件でありますが、会期中に人事案件１件と

諮問１件が追加提出される予定です。また議員発議による意見書 10 件、議会運営委員会か

ら閉会中の継続調査申出書、及び議員派遣の件１件が提出される予定であります。一般質

問は宮本雅晴議員以下６名から通告があり、発言の順序は抽選により決定しております。 

次に、認定に付される 10 件の決算審査は、議会運営基準第 93 項の規定により、議長及
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び監査委員である議員を除く全議員を持って構成する決算特別員会を設置し、これに付託

して審査を願うことにいたしました。 

以上、申し上げました内容を踏まえて検討の結果、本日配付の議事等進行予定表のとお

り運営することとし、会期を９月 11 日までの５日間といたしました。 

以上が議会運営委員会における議事運営等に関する決定事項であります。 

なお、議事等進行予定表にもありますとおり、会期中に各常任委員会や全員協議会等の

会議も予定しておりますので、精力的に進行され、予定どおり運営されるよう議員各位及

び町理事者のご協力をお願い申し上げ、報告といたします。よろしくお願いいたします。 

 

◎◎◎◎    日程第２日程第２日程第２日程第２    会議録署名議員の会議録署名議員の会議録署名議員の会議録署名議員の指名指名指名指名    

○議長（能登谷正人君） 日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

本日の会議録署名議員に岡島敬君と千葉隆君を指名いたします。 

 

◎◎◎◎    日程第３日程第３日程第３日程第３    会期の決定会期の決定会期の決定会期の決定    

○議長（能登谷正人君） 日程第３ 会期の決定を議題といたします。 

本定例会の会期は、本日より９月 11日までの５日間といたしたいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） ご異議なしと認めます。 

よって本定例会の会期は、本日より９月 11 日までの５日間と決定いたしました。 

 

◎◎◎◎    諸般の報告諸般の報告諸般の報告諸般の報告    

○議長（能登谷正人君） これより局長に諸般の報告をさせます。 

○議会事務局長（鈴木明美君） ご報告いたします。 

一般質問につきましては、宮本雅晴議員以下６名から通告がされておりますが、その要

旨等はお手元に配付の表によりご了知願いたいと存じます。 

次に、本定例会の議案等の審議に当たり、議案等の説明のため、あらかじめ町長、教育

委員会委員長、選挙管理委員会委員長、農業委員会会長、監査委員及びそれぞれ委任また

は嘱託を受けた説明員の出席を求めております。 

次に、会期中に町長より人事案件１件と諮問１件が追加提出される予定であります。 

また、先に事前配付しております概要説明、決算書並びに決算報告書の一部に誤りがあ

りましたので、机上配付の正誤表のとおり訂正をお願いいたします。 

本日の会議に大久保建一議員、欠席する旨の届出がございます。 

以上でございます。 

 

◎◎◎◎    日程第４日程第４日程第４日程第４    一般質問一般質問一般質問一般質問    

○議長（能登谷正人君） 次に日程第４ 一般質問を行います。 
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質問はあらかじめ定められた順により、各々45分以内に制限してこれを許します。 

それでは、まず三澤公雄君の質問を許します。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） おはようございます。また一番くじです。 

次の人が質問しやすいように議場を温めたいと思います。 

選ばれる病院にする為にどうしたら良いか。心臓血管内科医師と看護師による麻薬取締

法違反という大事件が起きてしまった。何故起きてしまったのかの部分は調査チームの報

告を見守っても良いと思いますが、この事件の管理監督責任については、しっかりと総括

しなくては前に進めないと考えています。町長の見解を伺いたい。また、この後遺症もと

ても大きいと思います。医師・看護師の確保や、患者さん、町民の信頼回復や経営力のア

ップなどを考えると、今のままの自治体経営でどこまでやれるだろうか。不安の方が大き

くなってしまっています。これに対しても町長の見解を伺いたいと思います。よろしくお

願いします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 皆さんおはようございます。 

最初の三澤議員のご質問にお答えする前に、この度の総合病院の医師及び看護師による

麻薬取締法違反につきましては、町民の皆様や総合病院を利用される皆様に大変なご不安

とご心配をおかけし、病院に対する信頼を損なう事になったことにつきましては、改めて

お詫びを申し上げます。大変申し訳ありませんでした。 

現在、総合病院では事故調査委員会を立ち上げ、調査と再発防止に向けた取り組みを進

めております。ご質問にあります管理監督責任につきましては、開設者である私も、管理

者である病院長も問われるべきものと思っておりますが、具体的な処分、処遇と致しまし

ては、事故調査委員会の報告や裁判の行方を踏まえ判断してまいりたいと考えております。 

また、病院経営上のこの事件の影響は、議員ご指摘のとおり少なからずあるものと認識

しております。ただ、この事件をきっかけに総合病院を応援して下さる多くの町民や利用

者の皆様の声を聞くたびに、総合病院の必要性を痛感したのも事実であります。総合病院

は北渡島檜山の二次医療圏の地域センター病院として位置付けられており、今後、国や北

海道が進める地域医療ビジョンの策定で、より病院機能の分化推進がされることから、さ

らなる信頼の確保が急務と考えております。そのためにも議会からのご提言や町民皆様か

らのご支援を糧とし、病院長とともに不足する医師の早急な招聘、人材の確保に引き続き

努力してまいりたいと考えております。議会議員皆様のさらなるご支援・ご理解を賜りま

すよう、お願いを申しあげます。 

以上であります。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 
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○５番（三澤公雄君） 総合病院のことを心配する多くの町民がいます。また、我々議員

もこれからも支援もしたいし、応援もしたいし。そう思っているんですけれども。日々の

経営もございますし、いち早くですね、管理監督の責任の所在というものをはっきりさせ

た方が、私は町民の安心、患者の復帰、そしてこれからの応援態勢が作れるものと思って

いるんですよね。確かに調査チームの報告を待つという答弁は想定していましたけれども、

私はそこから一歩も二歩も踏み込んでもらいたいと思います。というのは、齋藤事務長、

並びに佐藤院長のお二人の体制が続いていく限り、私は不信がぬぐい去れない。この事件

はまた責任を取らずにうやむやでいくのかという心配が、どうしても尾を引いていくと思

うんですよね。ここはやっぱり踏み込んでやっていくべきだと思いますし、また次期院長

のことだとかも、できうれば佐藤院長をその後継者探しからしっかり線を引いてですね、

関わっていないと。そういう事をする必要も僕はあると思って、今この時期に質問をいた

しました。北大並びに他の関係大学についても、今の総合病院の窮状を訴えて、地域医療

を担う二次医療圏のセンター病院としての機能をこれからも維持させていくには、八雲町

だけの努力では駄目だと。今以上に大学側の支援が欲しい、しっかりとした人材を送り込

んでもらいたいという訴えを強く前面に出すには、やっぱり佐藤院長にははっきりと処罰

を与えてからの方が僕は良いと思います。このまま、彼の任期をもって、次の体制を作る

という事になりますと、次の院長に対しても信頼が欠けてくると思うんですよ。前任者が

後任に選ぶ時に本当に徳のある人間なら、本当に度量の大きい人間なら自分を超す人間を

そえるでしょう。僕は、佐藤院長はそういう人物だと思っておりません。多くの町民もそ

う思っていると思います。これまでもいろいろな議会、または町中を騒がすことがあって

も、一切責任もとらず、言い訳ばかりをしてきたことを考えますと、結果が残せない人材

をもし送り込むことをしていたとしたら、我々はまたそのことに気付くのに、また２年も

３年もかかってしまうということになったら、どうなるんですか病院経営は。 

ここは厳しく、あえて言葉を選ぶならば、泣いて馬謖を斬るという言葉を当てはめてで

すね、町長にとって大切な院長かもしれませんけれども、私は決断していただいた方が。

その事を持って大学側にも強く訴える。２度にわたって彼を派遣してもらったが、こうい

う事態に至っていると。言葉の端々にはやっぱり北大にも責任を感じてもらいたいという

事は強く言うべきだと思います。そのためにも早いうちにこの総括をしてもらいたい。 

改めてお考えを伺います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員の今の開設者並びに管理者、院長または事務長の責任を

早くという意味だと思いますけれども。私はやはり現在、病院は本館棟を建築中であり、

またはトラブル、事故、事件がありましたので、早急に医師の確保と、患者様に対して、

町民に対して迷惑をかけない医療を早くすることが第一だと今考えているところであり、

先ほども説明したとおり、管理監督にあります開設者、そして管理者の責任も十分にある

と認識をしております。ただし、今の時点でまだ事故調査委員会等の報告等を待ちながら
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判断をしてまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願い致します。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） この期に及んでもですね、大学側が佐藤博院長を前面に立てない

と医師確保に協力しないということがあるんでしょうか。もしそうであれば報道機関を通

じて大学側も糾弾しないといけないと思います。地域医療をどう考えているのか。大学の

姿勢も僕は問われると思うんですね。なぜなら、自治体がどう頑張っても直接医師派遣は

これまでされてきませんでした。やっぱり医師の仲介、院長の仲介というものをもってや

ってきたというものを、この 10 年間、僕議員として見ていますけれども。この事件が起こ

った後でも、その体制でないと医師確保をしないというのであれば、それは大学側が間違

っていると思いますね。 

議会議員や町長の見えない所で、彼が大学に行って何を話し、どう説明し。そう考える

と非常に不安です。今、町のホームページにおかれましても病院長自らお言葉を書いてい

ますけれども。我々がこれまで議会で聞いた内容とは違うことを堂々とホームページで書

いている。まあ、これはちょっと飛躍していますけれども、医師住宅の件で、看護師にも

住まわせるためにこの使用料にしたんだと。我々には一切説明をしていないことまで堂々

とやっています。ホームページを私物化しています。じゃあ大学という密室に行った時に、

教授室で何を喋っているのか掴んでいますか、町長。不安です。 

ちょっと事件のことから振り返らせていただきますけれども。ご答弁出来ないかもしれ

ませんけれども、本来ならご本人に聞きたかったので、議長にも頼んで質問の答弁者に院

長ということを書きましたが、通例ではそういうのは認められないんだと言われましたの

で、泣く泣く、今日来ない事は覚悟していましたけれども。非常に素人が考えても不可思

議な説明を議会にしていますよね。まあ、町民等も新聞等で知っているかもしれませんけ

れども。27 年の１月に医局長から麻薬の使用量が他の医師と比較して多いよという報告を

受けていながら、院長が会ったのは３月だそうですよ。３月にお会いしても５月の２日に

独断で警察に院長が相談に行くまで、そして逮捕されるまで、ずっと患者さんを診せてい

るんですよね、院長のご判断で。薬物に溺れているかもしれないという疑いを、当然１月

には思うと思うんですけれども、なぜこういう判断をしたのか。１月に報告を受けて、３

月に本人がお会いしている時にも、その時使われていた塩酸モルヒネ、この使用をやめて

くれと頼んだそうですが、次に使った薬は報道で皆さんもご存知のフェンタニルという同

じ麻薬作用がある薬です。彼の診療科で使うのに他に相応しい薬が無かったのか。あるん

ですね、沈静作用のある薬は他にも数多ある。塩酸モルヒネの使用をやめてくれと頼んだ

時の院長のお考えの中に、薬をこの方から断って更生に向かわせたいという思いがあった

なら、次に彼が何の薬を使いだすかはしっかりモニターしているはずですよ。していない

から、５月に至り、６月の逮捕になったんですよね。どういった管理をされているのか。

どういった責任感を持ってお仕事をされているのか。また、どういったお気持ちで町民、

患者さんを守る病院を経営しているのか。薬物中毒の疑いのある医師をドル箱だから休ま
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せられないと思ったのかも知れませんけれども、非常に命を軽んじている院長ではないの

かなと。ここだけをもってもそう思うじゃないですか。なのに、未だ責任の所在もはっき

りさせず、院長という重責を与えたまま、次の院長の人選までも委ねている。新しい病院

は着々と出来ているんですよ。誰が信じますかあの病院をこれから。１日でも早く信頼回

復をして、信じるに値する、選んでもらえる病院に戻すためには、決断は少しでも早くし

た方が良いと思います。そのことによって、医師確保が出来ないというんであれば、大学

側を糾弾すべきです。８月の 23 日に道新の「寒風温風」という経済欄ですが、島本和明札

幌医科大学学長さんが医師確保へ経営感覚を磨いていると。大学病院と地域医療という題

で投稿しています。これを読みますと、僕は北大よりも札幌医科大学の方が相応しい人を

派遣してもらえるのかなと、素人ですけれども、そう思って読みました。 

町長、ぜひその風貌に見合う啖呵をきってですね、大学に然るべき人材を直接もらって

きてくださいよ。それをもってして、町民、そして地域の患者さんにこれから病院は生ま

れ変わりますよ、新しい病院は大丈夫です、中身も変わっていますから。そう訴えること

を早くしないと、僕は患者が帰って来る日がどんどん遠くなっていくと思います。改めて

お考えを伺います。早く前に進んで欲しいんですが、町長はどうお考えですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、三澤議員の２回目の再質問でありますけれども。医師確保に

つきましては、もちろん佐藤院長先生をはじめ、私も道・国に対しても要請しながらやっ

ているところであり、大学に対しましても北大、札医大、そして旭川と、幾度となく私と

出向き要請をしております。ただ、何回も言いますけれども、今は患者さんに迷惑をかけ

ない、町民に迷惑をかけないということを第一に考え進むということが大事だろうと考え

ておりますし、また、佐藤院長先生はじめ医師の皆さんも大変頑張っているということも、

私も認識をしていますし、また、今の体制がどうのこうのということもありますが、この

医師確保には大変難しい問題も踏まえていますので、これからも私も先頭に立ち、お医者

さん確保、いろんな面の経営的なことも病院側と話をしながら進めてまいりたいと考えて

おりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 医師確保の難しさっていうのは、医者の機嫌をどうとるかってい

うことに終始しているように思いますけれども。本年１月、阿部医師に対して麻薬の使用

量が多いのではないかと風評があり、使用量が多いことが確認されたが、塩酸モルヒネを

使わない様にという指導をしたくても彼の機嫌を損ねるのが怖くて、後手に回ったという、

調査委員会の４回までの会議の報告書が手元にあります。 

こういった実態を僕は広く道民に知ってもらうべきだと思うんですよ。北大に訴えなが

ら。北大も大変だと思います、手元に医者がいないのであればね。しかし、自治体病院を

経営する自治体はこういう苦労もしているんだという事を、より多くの方にこの困難さを



- 9 - 

 

共有してもらえれば、僕はわがままを言う医師やいろいろ赴任された後もわがままを通す、

そういったものもなくなるのではないかと。災い転じて福となす。ピンチこそチャンス。

ぜひ、そう捉えて行動してもらいたい。そのためには佐藤院長に頼らないこと。私はそれ

が必要だと思います。 

齋藤事務長に出来ればお答え願いたいんですが、第３者委員会に外部に人材を求めて医

師が何人か入っていますけれども。今回のことが早期に分からなかったことの報告を受け

た時に、真っ先に気がついたのは、看護師のお話をちゃんと大切に聞いていないのかなと。

ちょうど１年前に私の属しております文教厚生常任委員会が病院内で働く方々と意見交換

をした時に、これまで事務方から聞いていたこととあまりにもかけ離れた労働実態を聞き

ました。すぐ行われた常任委員会で、そのことを事務長に告げて、常任委員会としても適

切に対応してほしいと。看護師の声をちゃんと聞いてほしいということは、申し伝えたと

思いますし、経営改善委員会等にも看護部門が入る事も常任委員会で提言し、それは実行

されていると思うんですが。 

今回のこの事件の後調査した結果、私は院長の体質なのか事務長の体質なのか、看護部

門の声を軽んじている。会議の場においても声を発する空気を作っていない。そういった

ふうに感じます。この指摘は的外れですか。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） 議長、総合病院事務長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院事務長。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） 私としては、看護師をはじめ、各種職種の職員がいま

すけれども、特に看護師の声を軽んじて対応しているという認識は全くありません。逆に

言えば、患者さんに近いところにいる職種なわけですから、きちっとそれに対して聞いて

対応しているという、基本的な姿勢は持っているつもりでおります。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） これまでも事務長は、我々議員の質問には実にそうやって模範的

に答えていただくので、そのとおりだと思って我々も認識してきましたけれども。この事

件においてもそうではないでしょう。病棟の看護婦、逮捕された看護師さん以外の看護師

も、もっと早い時期から看護部門の上部には訴えていたという調査もしました。じゃあ、

看護部門の上部はそれを伝えていなかったのか。そこまでは調査できませんけれども、こ

れまでの会議で看護部門が軽んじられてきたこと等を考え合わせますと、とてもそのこと

が発せられなかったのか、発したとしても採用されなかったのか。そういう懸念を僕は思

います。もっと早く行動し、院長の認識もしっかりと責任を感じていて、逮捕される時に

阿部医師が元病院職員という肩書であったら、僕は今のような事態にはならなかったと。

マスコミの報道、八雲町への風当たり、患者さんの思い。僕はこんなふうにはなっていな

いと思うんですよ。事務長にも僕は相当な責任があると思いますよ。内部でそういう情報

がちゃんと拾えていなかった。 

今回の調査委員会の中にも医師しか外部から入っていませんし、そういった声は拾えて
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いるんでしょうか。４回までの報告しか手元にないので、これからの報告を見て考えたい

と思いますけれども。もし足りないと思うのであれば、今からでも看護師の当時の訴えて

いる内容だとか、また、今後に生かすためにさらに看護部門での声を拾い上げる努力を私

はすべきだと思いますが、いかがですか。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） 議長、総合病院事務長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院事務長。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） 現在、調査委員会の方では病院長、それと病院長以下

私も含め、この事件発生後、看護部から上がってきた様々な時系列的な報告書を検証して、

ヒヤリングと言いますか、そういうこともすると。先ほどから議員おっしゃるように、薬

局長から病院長への１月、それと３月のドクターへの注意喚起。これらの中で、その以前

から看護部の方では声が上がっていたという報告もあります。これらについて１つ１つ検

証するというふうに聞いております。 

もちろん、事務長の今回の責任のあり方ということもあるんでしょうけれども。私とし

ては、ちょっと一般質問とはずれますけれども、まさか医師がこういうことをしていると

いうのは、ちょっと想定がなかったと。そういう意味では出足が遅れたという部分が、自

分の今となっての反省点としては持っております。どちらにしてもこの委員会は今後の再

発予防を中心に報告書がまとまると思いますけれども。そのためにも何故起こったのか、

どういう意思決定が行われてきたのかということも、今後検証するというふうに聞いてお

りますので。その報告を、私としては聞いて対応したいと考えております。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 警察の調書によると、25 年の 12 月６日からご本人は始めたと供述

しているそうですが。24 年の春に赴任して、25 年の 12 月６日からはじめていると。報告

書で議会に上がってきたのは、27 年の１月に薬局長がということなんですよね。相当な時

間的な開きがある。このことは非常に重要な事だと思います。で、私の調査した限りでも、

看護部門ではかなり早い時期からおかしいという声は挙げていたと言われると、僕は内部

でどうなっていたんだと。何故その声が上に上がらないのかと。 

一昨年、看護師さんたちを含め、働いている人達から聞いた声、上には考えが伝わらな

いんだよ、声が届かないんだよというのが、こういう事件を招いてしまったと、そう痛感

しております。ここは改善の余地大ですから。 

一方で、ここは確認したいんですが、事務長いつから、阿部医師はどうも自分に使って

いるらしいという認識はいつからしたんですか。これも答えられませんか。いつからした

んですか、その認識を。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） 議長、総合病院事務長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院事務長。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） いつからですね、医師が自己注射をしていたという認

識の時期ですけれども。麻薬の使用量が通常より多いということを、院長と薬局長と話す
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のを聞いたのがこの１月です。で、自分でおかしくなっているという問題よりも、私とし

ては病棟管理とか看護部への人事権への介入だとか、ある意味ではドクターとしてはちょ

っと極端な意見を持っていた方だと、そういう認識がありました。ただ、３月時点でもそ

ういう犯罪を犯しているという確たるものは、私としては持っておりませんでした。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） １月に薬局長の報告があり、３月に院長が面談してっていう報告

を見た時に、やっぱりなぜというものが消えなくて、先ほども喋りましたけれども。まし

てや３月以降、使う薬がまた同じ麻薬作用のある薬を使わせている事を、何も注意しなか

ったという意味では、もう二重、三重で私はミスをしていると。 

一方で、今の話だと１月からひょっとしたらおかしいと思っていたのかもしれないとい

うふうに好意に解釈しても、議会議員として、もう１つ看過できないことがあります。３

月の予算委員会に提出された病院会計の予算書。今回の予算はこれまでの予算と違って根

拠のある数字、要するにプラスマイナス合わせたこれまでの行政の会計でなくて、支出を

過大な収入で消すような、そういう操作はしなくて、支出が、要するにマイナスならマイ

ナスで仕方ないと。そういう正直な数字を作ってくれということで作っていただいて、マ

イナス８億円の赤字会計を我々議会は議決したと思ってるんですが。各課が一生懸命働き、

内部で働いている人達も節約に努め、患者確保に努め、目いっぱい数字を積み上げるんで

すよね。そうやって予算を作るんだと思います。出来る限りのことをしてマイナス８億円

だと。ちょっと待って下さい。だけど、１月にドル箱のこの心臓血管内科が薬物中毒の疑

いがあるという認識が、病院の中の上層部にも少しばかりかあるという認識ですよね、先

ほどのあれからいくと。ということは、また根拠のない数字を我々議会に出してきたと。

議長、とんでもない事ですよね。 

一方で、４月に医師住宅の価格というか、お医者さんの払う使用料を下げる提案が突然

なされました。その分、病院会計で出すんだと。キツキツの経営で、出すのに大丈夫なの

かという議論の中でも、出すと、出せるんだと。でも、心臓血管内科が片肺機能どころか、

完全に閉鎖するような今の事態を分かっているんですよ４月に。３月に面談しているんで

すから、病院長は阿部医師に。少なくとも塩酸モルヒネの使うのは多いから、貴方が使っ

ているという言葉を出したかどうかは知りませんけれど。しかし３月以降、またしても麻

薬作用のあるフェンタニルに切り替えても気がつかない院長は、確信犯なんですか。議会

に出す数字は根拠のない数字ばっかりです今回も。 

この後、調査委員会チームがどういう報告をまとめるにしても、議会は議会で議会の視

点からですね、議長、百条委員会を作ってでも、これは徹底的にやらないと。病院側、要

するに外部の医師の目をもってしても、我々議会の視点から見る事とはまた違うと思いま

すのでね。闇が闇を呼んでいます。限られた時間で質問するのもちょっと大変なんですけ

れども。町長、ここまで聞いても分かってもらえると思うんですが、もう本当に闇ですよ。

この後、どんな事実が出てくるのか、全部報告を待ってなんて悠長なことをやっていたら、
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もっと取り返しのつかないことになるんじゃないですか。早めに決断し、この窮状を大学

側に訴え、北大が駄目なら札医大に、またはそれ以外の機関に。この八雲の窮状を理解し

ているところに、本当に地域の為になる人材を派遣してもらう努力をしてもらいたい。お

答えをお願いします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員のご指摘は私ももっともだと思います。今ですね、本当

にこのお医者さんの確保につきましては新聞報道でもあるとおり、やはり地域に、特にこ

の田舎に対するお医者さんなんか大変難しいということで。私も町長に就任して以来、大

学病院等々にも要請をしてまいりました。現在、今八雲総合病院におきましては院長先生

を始めですね、私も一緒になり医師の確保、そして、これからこの病院を絶対に無くでき

ないんだと、町民の医療を守る為にはこの病院を続けていかなければならない。そういう

認識は強く持っていますし、また我々、議会にお願いしながら、または町民にお願いして、

やはりこの病院を我々も育てていくんだと。町民の目も入れながらやはり育てていくとい

う事も大事だろうと思っております。この病院につきましては、私も就任当時よりきちっ

とやっていかなければならない部分もあるだろうと思っておりますので、調査委員会等々

の報告も聴きながら、また議会とも相談させていただきながら、この病院経営・運営につ

いて進めてまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願い致します。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 終わろうと思ってたんですけれど、さらにもう１点付け加えます。 

町長、部下が部下として動いていないんですよ。事務長をはじめ、院長をはじめ、勝手

に警察に行って連絡しているんだ。あんたに聞かせないで。病院内ではるか前に分かって

いても相談もしないんだ。早めに首切れてたら変わるでしょう、元総合病院の医師ってな

れば。僕はそう思うんですよ。そういった意味で早く、早くっていうのは、僕は意味があ

ると思っているんですけれども。今回もまた、またなんですよ、病院側の情報が町長に入

っていない。だから自治体経営で出来るのかっていうのは、今後も病院で働く病院のトッ

プは、町長の指揮のもとで動いてくれるんだろうか。今進めている次の院長は動いてくれ

るんだろうか。佐藤院長が深く関わっているであろう次の院長は、言う事を聞いてくれる

だろうか。自治体経営者の手をひねる心得みたいなのを逆に教えているんじゃないだろう

か。だから、早く決断して動いた方が、僕は傷が小さいんじゃないかと思っていますし、

この窮状をですね、やはり広く道民、国民に地方医療を維持する難しさっていうことは、

そういった面から攻めていって、医師がわがままを言う環境を小さくしていく。そういう

環境でないという事を国民世論で作っていく、道民世論で作っていくというきっかけにも

なるんじゃないのかなと。地域でそう見ている。いや、勿論そういう医師ばっかりではな

いし、今現在働いている総合病院の医師や看護師たちも、一生懸命やっているのに何でこ

んな肩身の狭い思いをしなきゃならないんだと思って働いていると思いますけれど。善良
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な方たちのためにも決断をはやくして行動する。駄目なものは駄目。言葉を選ぶなら、泣

いて馬謖を斬るという良い言葉もありますから、行動してもらいたいと思います。 

以上、質問を終わります。 

○議長（能登谷正人君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時４８分 

再開 午前１１時００分 

 

○議長（能登谷正人君） 休憩以前に引き続き、会議を開きます。 

次に宮本雅晴君の質問を許します。 

○11 番（宮本雅晴君） 議長、宮本。 

○議長（能登谷正人君） 宮本君。 

○11 番（宮本雅晴君） 危険ドラッグの青少年対策について。危険ドラッグなど、薬物の

吸引が原因とみられる交通事故が後を絶たない。悲惨な事故をなくするために、大きな事

故が起こる前に、あらゆる手だてを町としても尽くさなければなりません。そこで、危険

ドラッグに対する現状認識と、特に青少年に対する啓発等の取り組みについてお伺いさせ

ていただきたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは、宮本議員の危険ドラッグに対する認識と、青少年に対

する啓発の取り組みについてのご質問にお答えをいたします。 

近年、危険ドラッグが合法ドラッグや合法ハーブと称して販売をされ、北海道において

も高校生が危険ドラッグを所持したとして、薬事法違反の疑いで逮捕される事案が発生す

るなど、若者への広がりが大きな社会問題となっております。こうした状況を踏まえ、北

海道では危険薬物の乱用を防止し、もって道民の生命、身体及び健康を保護するため、北

海道危険薬物の使用等の規制等に関する条例が本年９月１日から施行されたところです。

八雲町においては八雲保健所管内で組織する北海道薬物乱用防止指導員北渡島檜山地区協

議会において、北海道薬物乱用防止指導委員及び管内青少年健全育成推進協議会などの関

係団体が中心となって啓発活動を行っております。具体的には山車行列の会場にて、「ダメ、

絶対」を合言葉とした６・２・６ヤング街頭キャンペーンを実施し、啓発用のうちわ、ポ

ケットティッシュ、チラシ等を配布している他、各種団体の会合、研修会、健康づくりの

集会等を利用して地域住民の啓発をしております。また、夏期休暇前には学校の生徒を対

象にチラシやリーフレットを配布し、危険ドラッグを含む薬物の恐ろしさや薬物乱用の危

険性について、広く周知に努めているところであります。さらに小学生、中学生、高校生

を対象に、各学校に出向いて危険ドラッグを含めた薬物乱用防止教室を実施するなど、青

少年に対し薬物に関する正しい知識を一人ひとりが身につけるよう普及啓発に努めている

ところです。町としては北海道薬物乱用防止指導員北渡島檜山地区協議会主催の研修会に
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職員が参加しております。また、北海道からの依頼により、ポスターの掲示やリーフレッ

トの配布などの広報、啓発活動を行っております。今後も引き続き危険ドラッグなどの薬

物の危険性を訴えるなどの周知、啓発に努め、北海道などの関係機関と連携をはかりなが

ら対応してまいりたいと考えております。 

なお、小中学校の取り組みについては教育長より答弁を申し上げます。 

○教育長（瀧澤 誠君） 議長、教育長。 

○議長（能登谷正人君） 教育長。 

○教育長（瀧澤 誠君） 宮本議員のご質問について、学校教育における取り組みを私か

らお答え致します。薬物防止に関しましては、文部科学省及び道教委等の通知で中学校及

び高等学校においては年１回以上、薬物乱用防止教室を開催すると共に、地域の実情にあ

わせ、小学校においても薬物乱用防止教室を開催するなど、薬物防止に関する指導の一層

の充実をはかることとされていることから、平成 26 年度の実績で中学校５校全てで、教育

課程に薬物乱用防止教室を適切に位置づけ実施しております。 

また、小学校においても 11校中７校で薬物乱用防止教室を実施するとともに、他の４校

においても、保健の時間や道徳の時間に薬物防止に関する内容を取り扱い、危険ドラッグ

について正しい知識の周知・徹底に努めております。 

また、こうした薬物乱用防止教室には、外部講師として保健所職員の他、警察職員、医

師等を招へいするなど、各学校の必要に応じて関係機関と連携し、薬物乱用から児童・生

徒を守る取り組みを進めております。今後も保護者や地域の方々にも薬物乱用防止教室へ

の参加や啓発活動を行うなどして、一層の充実に努めていきたいと思いますので、議員の

ご理解を宜しくお願いいたします。 

○11 番（宮本雅晴君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 宮本君。 

○11 番（宮本雅晴君） ありがとうございます。最近のデータですけれども、警視庁のま

とめによると、脱法ハーブを含む危険ドラッグ関連の事件が 2009 年から 2011 年までは年

間 10 件未満でしたが、一昨年は 127件に急増し、また、昨年の同期の約５倍の 633 件が先

日発表され、摘発されているということになっております。また、人数的には 176 人に上

っております。このうち交通事故を起こした人は 40 人で、一昨年の 19 人から昨年の同期

までで 26 人になっております。 

このように若者を中心に広がっている危険ドラッグ。人体に与える影響についてどのよ

うに認識しているか、お伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 宮本議員ご指摘のとおり、私達も新聞報道でしか得れませんども。

交通事故にも大変、テレビで観る限りですね朦朧としている姿等々が拝見されますので、

大変影響があると。そして交通事故のみならず、いろんな影響があると認識をしておりま

す。以上です。 
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○議長（能登谷正人君） 答弁漏れがあります。 

ちょっとだけ休憩します。 

 

休憩 午前１１時０９分 

再開 午前１１時１１分 

 

○議長（能登谷正人君） 再開致します。 

○保健福祉課主幹（鈴木郁美君） 議長、保健福祉課主幹。 

○議長（能登谷正人君） 保健福祉課主幹。 

○保健福祉課主幹（鈴木郁美君） 保健福祉課主幹の鈴木と申します。先ほどの危険ドラ

ッグについてのことですが、主管が保健所ということで、私達は高校生なり町民に対する

教室活動とかっていうのには従事はしていないのですが、他の薬物と同じ様に危険ドラッ

グも体を衰弱させ、体力が低下し、そして常用性を持ってくると、常用性がなくても一時

的に判断能力とかが低下しますが、常用性になってくるとより一層、常時判断能力が低下

するなど、やはり交通事故、あとそれ以外に何か他の人に対して危険行為っていうふうな

ことをする可能性が十分考えられます。それだけじゃなく、体自体がボロボロになってい

くというか、健康状態は保たれない状況に陥るという事は確かです。 

○11 番（宮本雅晴君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 宮本君。 

○11 番（宮本雅晴君） 今主幹の方からお話があったとおり嘔吐やけいれんとか、または

意識障害、または呼吸困難など、いろんな内容について事故を起こしやすいというか、死

亡する確率が高くなる関係が強いと思います。それで覚醒剤や大麻とかに似た作用のある

化学物質をハーブにまぶしたものが、合法ハーブやアロマっていう表し方をして販売して

いるというのが現状でございます。使用すると、先ほどあったように意識障害やけいれん

などを起こし、最悪の場合は死に至るケースもある。健康被害の重大な病根とも言われて

おります。若いころは様々なものに興味を持つのは当たり前ですけれども、しかし、興味

本位に危険ドラッグをたった一度の使用で、その結果一生を棒に振ってしまうという可能

性もあるから、町としても危険ドラッグの危険性の周知について、先ほど町長がキャンペ

ーン、啓発運動について話していましたけれども、まだまだ、どんどん取り組み方を工夫

しながら、今後の取り組みについて少しお聞きしたいと思いますけれども。よろしくお願

いします。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） 議長、保健福祉課長。 

○議長（能登谷正人君） 課長。 

○保健福祉課長（三澤 聡君） ただいまのご質問ですが、今後の取り組み方というとこ

ろでございますけれども。ただ今の答弁で申し上げましたが、今現在、八雲保健所管内で

八雲町、せたな町、今金町、これは町村で北渡島檜山地区協議会を構成しております。そ

ういった中で啓発活動をしているということで。なかなか北海道の取り組みのような形で
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条例等をつくるということになりますと、町村自体に薬物の検査という調査権限が無いと

いうところもありますので、これまでと引き続き啓発活動を強化していくというような取

り組みをしたいというふうに考えてございます。 

○11 番（宮本雅晴君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 宮本君。 

○11 番（宮本雅晴君） また、八雲町でも数人が保持しているという噂も耳に入ってきて

おりますので、本当にそういう部分ではどんどん啓発運動、またはキャンペーン等を活用

してやっていかなければなかろうかと私は思っております。 

それと、薬物乱用や再乱用についての防止のために危険ドラッグ等の危険性の周知など、

道と警察で取り組んでおりますが、深刻化する前に相談、治療体制、または依存症対策を

含め再発防止対策など、総合的な対策強化を町としても強化するようお願いいたします。 

また、学校での薬物教育の強化も重要と思われますが、先ほど教育長が話していたとお

り、答弁は聞きましたけれども。教育体制についてもやっぱり順次、状況が状況ですから。 

昨年よりは今年は減ってきておりますけれども、やっぱりそういう部分をしっかり教育、

小中高でも取り組んでいってもらいたいなと思います。 

○議長（能登谷正人君） 答弁いりますか。 

○11 番（宮本雅晴君） 教育長、お願いします。 

○教育長（瀧澤 誠君） 議長、教育長。 

○議長（能登谷正人君） 教育長。 

○教育長（瀧澤 誠君） 今、宮本議員からありましたとおりですね、ぜひこれからもそ

の指導の徹底、啓発活動の徹底を図っていきたいと思っておりますけれども。今まで薬物

乱用防止教室では、各専門の職員が対応して下さっているんですね。保健所、それから警

察というように、専門の方々が具体的な例をもとに子ども達に、心に訴える教育をしてお

りますので。今後ともその徹底を図っていきたいと思っておりますので、ご理解ください。 

○11 番（宮本雅晴君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 宮本君。 

○11 番（宮本雅晴君） ありがとうございます。本当にこういう薬物、危険ドラッグに対

しての認識も、八雲町でもいろんな方々、人口１万 7、8,000 人おりますので。数名の方が

所持しているようなことも耳に入っていますので、我々も町をあげてしっかりとそういう

部分には取り組んでいってもらいたいと思いますので、よろしくお願いします。 

以上でございます。 

○議長（能登谷正人君） 以上で宮本雅晴君の質問が終わりました。 

 次に横田喜世志君の質問を許します。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） 地方版総合戦略策定に向けてと題しまして、質問させていただ

きます。 
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私は上手く表現できないということもありまして、事前配付された八雲町各会計決算及

び基金運用状況調書審査意見書に、監査委員よりコメントが出ている部分、ちょっと読ま

せていただきます。最後の文段で「今後とも健全化路線を堅持しながらも、国の長期人口

ビジョンとまち・ひと・しごと創生総合戦略を勘案し策定される『地方版総合戦略』にお

いては、新八雲町総合計画との整合性を図りながら、町長が提唱する『夢を持てる活力あ

るまちづくり』を垣間見ることができ、町民が期待できる事業への取り組みも行われる事

を期待しています」というコメントが載っています。 

私はこういうふうにはやさしく言えませんので、文面に行きます。先日、全員協議会で

総合戦略策定に向けた取り組みの報告がありました。推進本部を立ち上げ、３つの専門部

会で討議・検討し、原案を作るようですが、部会要綱第５条の２で関係職員などの出席を

求めるとあります。そこで、戦略策定体制、スケジュールを見ればアンケート・意見交換

会、パブリックコメントを反映し、総合開発委員会には諮問・答申、議会には審議・意見

反映となっています。 

そこで、部会に住民代表や産業界・大学・金融機関等、広く町内関係者の出席を求め、

八雲の将来が安定、さらに発展するための戦略作りが必要だと思います。このことについ

て、町長の考えを伺いたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは横田議員のご質問にお答えをいたします。 

八雲町の総合戦略の策定につきましては、先に町議会の皆様に企画振興課よりご説明を

申し上げておりますが、策定の推進体制を整える為、私を本部長とする八雲町まち・ひと・

しごと創生推進本部を設置するとともに、関係課長等の職員で構成をする３つの専門部会

を設けて、八雲町の現状の把握や課題の整理を行い、施策の提起や計画実現手法など具体

的な事務事業の提案を行うため、検討作業を行っている所であります。計画策定にあたっ

ては、広く町民の意見を聴くため、産官学金労言による推進組織を活用して策定すること

となっておりますが、八雲町は新たな組織を立ち上げるのではなく、広く町内の団体代表

者や学識経験者で組織しております、町の総合計画を掌握する八雲町総合開発委員会を活

用することとし、５月 20 日開催の総合開発委員会へ総合戦略の策定について諮問をしたと

ころであります。従いまして、総合戦略の策定にあたっては総合開発委員会での議論・審

議を経て、広く関係者の意見が反映されることとなります。また、平行して町議会の皆様

にも審議をしていただくこととなり、町民アンケートや調査や団体との意見交換会、パブ

リックコメントも予定しており、これらの意見も戦略に反映し、計画作りを進めてまいり

ます。いずれにいたしましても八雲町の人口減少に少しでも歯止めをかけ、将来にわたっ

て活力ある八雲町を維持できるよう努力してまいりますので、ご理解とご支援を賜ります

ようお願いを致します。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 
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○２番（横田喜世志君） この人口ビジョンなり地方総合戦略というのは、政府の意向に

よってなされて、今年 10 月に、来月出せば 1,000 万円くれるとかいう政府の意向ですよ、

これね。で、ここには計画を出せば済むというような雰囲気が漂っているんですよね。そ

れで、政府が言うことに照らし合わせて、各専門部会というものを設けて目標を作ると。

でも、それが果たしてこの短い期間に策定される戦略策定で、八雲町の方向というものが

確立されるんでしょうか。自治基本条例を制定して、協働のまちづくりって言っている部

分では、町民一人ひとりっていうのはあまりにもかもしれませんが、町民と一緒になった

目標なり、計画が必要なのではないでしょうか。 

この計画が絵にかいたモチになるかどうかというのは、町民と一緒に考えたかどうか。

町民が、作った目標なりに一緒に向かっていけるか。というところが抜けているような気

がします。これは例えばあと３年、５年とかの短期目標っていうものが設定されて、見直

しするのはかまわないということになっているのですから。これを機に八雲町はどういう

町にしていくという方向みたいなもの。八雲町の将来、持続可能性を持った八雲としての

計画、目標っていうものが、今後の八雲の安定なり発展させるための町民が協働する八雲

町づくりだと思う。そこには時間も多分かかるでしょう。それを今回のこれをきっかけに

やっていかなければならないと思うわけです。この中で、この間３専門部会でどんなこと

をやっていこうかなどということが、詳しい中身としては今迄のやってきたことの上塗り

みたいなふうに私はとりました。現実に元の大臣、片山さんも言っています。そういうこ

とで済ますのではなく、将来の八雲というものをつくるために、今までやってきたことの

上塗りではなく、先ほど監査委員のコメントにもあるように考えていかなければならない。 

個々の地方創生だとかいう部分でいけば、例えば、以前エネルギー問題で話に出したこ

とがありますが、下川町、これはエネルギー自給による地方創生というものを掲げていま

す。例えばこういう目玉であれば、新型交付金が交付されるかもしれません。でも、今ま

での何の目新しくもない計画に交付金が当たるということは多分ないでしょうね。それよ

りも、そんな新型交付金を捻出されるために従来の交付金が削減されるわけですよ。町長

は２年経ちます。民間出だということで若干の期待もあります。その発案力というか行動

力というものを監査委員の先生方も期待しているということだと思います。私も若干の期

待あります。それは何故若干と言うかというと、私はずっと再生エネルギーに関してやっ

てきました。八雲町として自立することが必要だという観点からです。で、この人口減少

の時代に、今更のように政府が総合戦略だの地方創生だのと言っている。それも短期間に

つくりなさい。これでは、本来の町というもののあり方ではないと思います。私としては

町民がどんな八雲町にしたいのか、どのような地域が望まれているのか。それが地域の資

源の活用と雇用とを生むと思います。そういう観点に立って、いろいろな施策をしていか

なきゃならないんだと思います。そこで今、年度内に戦略を策定しろと言われているわけ

ですけれども、それはそれなりに間に合わせると。でも私は、これを機に本当に八雲はど

うしていくのか、どうあるべきかというものを町民の方々と練っていただきたいと思うん

ですが、その辺はどうですか。 



- 19 - 

 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 横田議員の質問にまたお答えしますけれども。この総合計画に関

しましては５年間という限定がついており、横田議員ご指摘のとおりだと私も考えており

ます。 

ただ、この八雲町も脈々と先人から受け継いで、現在あるわけでありまして、合併後 10

年目を迎えております。八雲町も総合計画をもって進めておりますので、そこを尊重しな

がら、これから 15 年後には新幹線の駅もできる。私はやはり 30 年くらいのスパンをもっ

て、八雲の未来を考えていかなければならないだろうという考えであります。しかしなが

ら、困るのは国ではなく、我々住んでいる住民の人達が安心して住める町、そして本当に

住んでいて良かったなという町にしなければならないと思います。それは本当に横田議員

と同じ考えであります。そのためには広く皆さんに意見を聞く耳を持ちますし、また、私

も 15 年後、30年後、八雲町がどのようになるのかということも、皆さんとご相談をしなが

ら進めてまいりたいと考えております。 

そしてまた、この総合戦略につきましては、これは５年でありますけれども。国にきち

っと、我々もこうしたいというものを示しながら、支援していただけるものは支援してい

ただくと。その後のことも考えながら進めてまいりたい。エネルギーにつきましても、こ

れから赤井議員さんの質問にもありますけれども、そこでも詳しく説明をさせていただき

ますけれども、エネルギーにつきましても私もこの町で自立していくべきだと思っており

ます。ただ、かなり難しい問題も多々ある事も理解をしておりますので、議員のご理解も

お願いをしたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） どうしても、話を煮詰めていくと、個々の部門部門の話ってい

うのに意外と陥りやすいと思います。その中で八雲町のどういう未来像、将来像っていう

ものを目指すか。例えばこれは、町長がこういう八雲って言っていますけど、具体的なと

いうか、それに対しての施策ですよね。こうあればいいなではなく、これに向かってこう

いう手を打ちます。それに皆さん協力してくださいとか、一緒にやりましょうとかという

部分がここ２年ほど、いまいちピンとこないと私は思っています。こうすることによって

八雲はこう変わるとか、そういう一つの発信のきっかけというものが、議論する時には必

要だと思います。突拍子もない事を言いやがったと言っても、それが一つの議論のきっか

けになると思うわけです。今の答弁みたいに、いろいろありましてと言ったら身も蓋もな

いんですよ。 

そういう部分で、だいぶ昔に私、海士町のことを取り上げたことがあります。そこでも

要はこの窮した現状をどう打開するかというところで発想を切り替え、「ここは無いものは

無い」を謳い文句に自分たちが出来ることからやると。 

もう１件はニュースに何度もなりましたが、はっぱビジネスで有名な町。そこも高齢化
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が激しい、衰退の一途をたどるような町。でもそこの高齢の方々でも仕事が出来るんです。

そういう活気のある町というか、そういうことが出来る体制というものも作らなきゃなら

ない。私が議員になった時、まだ間に合うというか、他の町村から見てまだ八雲は裕福な

んです。それから見ればみんなは窮していないんですよ。まだぬくぬくしています。でも、

この状態から始めなければ間に合わないんです。ここから始めないと将来の八雲の安定、

発展っていうものがさらにしぼんでしまうんです。今、人口減少に対してのことでいけば、

地方というか減少する原因というものは基本的には雇用がない。雇用がなければ、どうや

って雇用をつくるかという議論をしなければならないんですよ。そういう方向へ向かわせ

るというか、要は行政が音頭をとらないと、民間の一部の人が言っただけでは町をあげた

議論にはならないですよね。そういう考えを町民に知らせ討論する、討議する、検討する。

町民一緒になって。そうすれば町民もその方向というか、みんなでやろうということにな

ると思うんですよ。例えば、先ほどの三澤さんの病院問題にしてもそうでしょう。町民の

方々が八雲に無ければならないんだと言っていただければ、協力をしていただけるんでし

ょう。そういうことをしていかなければならないと思うんですが、そういう発信をするよ

うなお気持はありますか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、町長がどういう考えで進んでいるかという事をお聞きしてい

ると思いますので。私も就任して以来、産業界等々で話し合いを今、しているところであ

りますし、先ほど雇用が、本当に大切だと私も思っております。今、八雲町のハローワー

ク等で聞いてみますと、たいがい八雲町も冬期間はわりかし雇用は少し少ないと聞いてお

りますけれども、夏場に求職も少ないのだろうということで先日も見ましたら、かなり多

くの求人があると。八雲町も雇用は結構あるんだなという認識を、この間させていただき

ました。確かにですね、ミスマッチといいますか、若い人が望んでいる仕事じゃないのか

もしれませんけれども、農業、漁業、工場、建設業など、または介護等の職員の募集はか

なり多くあると認識をしております。そして、まちづくりに対してもやはり地域の方々と

一緒になってやりたいということで、情報も今私も農家の方々と話し合いをしながら進め

ていますが、ただ、今のところ漁業は 3.11 の被害も皆さんの努力で回復をし、漁業におか

れましては空前の、今までにないくらいの水揚げ高。そして農業に関しましても昨年は 63

億を超えるくらいあるということで。農業・漁業は後継者問題等々もたくさんありますが、

進んでいるのかなという認識もあります。そしてまた、まちづくりに対しましてもですね、

確かに私１人が発信していくということではなく、やはり議員ご指摘のとおりですね、町

民の皆さまと共有しながら議論を重ねながら、そしてまた、同じ思いでまちづくりを進め

てまいりたいと思いますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） まあ、町長がそれなりにやっているのは分かります。やってい
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るのは分かるんですが、もうちょっと発信の、それが議論を巻き起こすまでいけるかどう

か分かりませんが、そういう発信の仕方もありかなと思いますので、今後ともよろしくお

願い致します。 

質問を終わります。 

○議長（能登谷正人君） 以上で横田君の質問は終わりました。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時５１分 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（能登谷正人君） 休憩以前に引き続き会議を開きます。 

次に赤井睦美さんの質問を許します。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） ２点質問させていただきます。 

昭和 30 年代の都市計画で、出雲通り線を栄町の自衛隊官舎前まで伸ばし、高速道路とつ

なぐようになっていますが、栄町の道路計画のところには、既に家が何軒も建っており、

立ち退きをせざるをえない状況にあります。立ち退きの対象の方達には、説明会も行われ

ておりますが、関係町内会には説明が十分とは言えません。住宅地で静かだから子育てに

ちょうど良いと思って栄町に家を建てた方からは、すぐ近くに道路ができるのなら、この

場所に建てなかった、という声も聞きました。また、高速道路を見ると、立岩で降りた車

の多くがバイパスへ流れていて、この道路が本当に必要なのかどうか疑問の声も出ていま

す。更に、新幹線の駅が春日にできるということも含めると、50 年前の計画に固執せず、

もっと現実に合った効率の良い計画変更が考えられるのではないでしょうか。国からの補

助があるとはいえ、できるだけ無駄な経費を使わず、立ち退きは最小限に抑え、人口減少

を考慮し、将来的に負の遺産とならない本当に必要な道路を作るべきだと思いますが、い

かがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは、赤井議員の最初の質問にお答えいたします。八雲町の

都市計画道路は昭和 33 年に当初決定をされ、現在では全部で９路線、総延長 17.93 キロメ

ートルが決定されております。その内訳は主要幹線街路である国道５号線バイパスの内浦

通と国道 277 号線の八雲熊石通の２路線。都市幹線街路が３路線。補助幹線街路として５

路線がございます。出雲通は主要幹線街路に次ぐ都市幹線街路に属し、その機能は都市内

の各地区または主要な施設相互間の交通を集約して処理する道路として、移住環境地区等

の都市の骨格を形成するものとなっております。 

ご承知の通り、出雲通りは現在整備中で、国道５号線バイパスからＪＲ線路をオーバー
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パスし、出雲町へと繋がる路線として北海道が事業を実施しております。一期工事が完成

をし、昨年３月に供用を開始され、交通量は開通以前に比べ、約４割増しとなっておりま

す。今後、北海道は引き続き出雲通の二期工事に着手する予定であり、その後、栄町の自

衛隊官舎付近からさらんべ公園入り口までの新設道路区間、約 280 メートルは八雲町が計

画実施する予定となっております。町はこの計画に基づき、昨年の路線測量調査を行い、

調査結果に基づき、道路敷地の用地買収の地権者に対し、これまで２回の事業説明会を行

ってまいりました。地権者の皆様には事業に対するご理解をいただき、ご協力の確認を得

ているというところでございます。この道路計画は栄町２区を分断することとなり、地域

町内会の生活環境などの変化も予想され、不安に思っている住民もいるとのことから、今

年７月中旬に栄町の全町内会の住民を対象に事業説明会を行い、事業に対するご理解やご

協力をお願いしてまいりました。都市計画道路を決定する際には、計画路線の地権者や付

近の地域住民に対し、広報や地域説明会などを通じ情報提供することとなりますが、栄町

地区の当該路線についても決定当時は町内会等へ周知をされております。 

また、都市計画道路の区域内で建築物を建築しようとする際には、建築基準法に基づく

建築確認申請の他に、都市計画法第 53 条第１項の規定により、北海道知事の許可が必要に

なります。したがって、計画路線や付近に住宅等を建築する場合には、建築主は将来の事

業実施を承知の上で建築物を建築しているという事になります。八雲町の都市計画道路の

９路線は、将来のまちづくりの基本となる重要な都市施設として位置付けられており、こ

れまでも総合計画や都市計画マスタープランの見直しの際にも、都市計画審議会及び町民

代表の方々にもご理解され、継続決定をされております。栄町の新設路線の必要性につい

てですが、例えば立岩インターチェンジと市街地の南側の地域である出雲町・宮園町・相

生町、あるいは国の合同庁舎などを結ぶ最短路線として、新幹線駅と市街地を結ぶ路線と

して、また地震・津波・火災などの災害時の避難道路や延焼を食い止める防火帯の役割な

ども有しております。加えて有事や大規模災害救援の際の自衛隊八雲分屯基地からの緊急

派遣に要する路線にもなることから重要な位置づけと考えております。 

今後、栄町町内会の住民の方々には当該路線の整備による八雲町全体の都市交通機能や

防災機能の向上などにつながることをご理解し、ご協力をしていただくよう努めてまいり

ますので、ご理解をお願いいたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） ただいまの答弁の中に、町内会にもう既に周知してあると。その

７月の説明会以前の話ですけれども、町内会に周知してありますという答えだったんです

けれども、いつ頃されていたんでしょうか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） ２回の地権者に対する説明会でありますけれども、昨年の。 

（「町内会。地権者でなくて町内会の」という声あり） 
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○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 町内会に既に周知してありますという答弁があったと思うんです

けれども、私の聞き間違いでしょうか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） それは地権者ですね。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

（赤井睦美君） 計画を町内会に説明したのは、いつですかって言ってるんです。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 町長が答弁した２回の説明会というのは。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） その前にも言いましたよね、地権者じゃなくてですよ。都市計画

における、ちょっと正式な文章を記憶していないんですけれども、町内会に既に説明して

ありますっていう、地権者には２回って言ったけれども、それの後の答弁で町内会にも既

に周知しているって言っていないですか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 決定当時の周知ということでしょうか。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） ごめんなさい、答弁書が私無いので、一応、町内会に周知したと

いう言葉を聞いたので、それはいつですか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 都市計画の最終的な変更、今の路線も含めてですけれども。

昭和 60 年に大きな見直しがありまして、されていると思いますけれども。その時の資料と

いうのは持ってはいないのですけれども、広報で周知をしてですね、全町的に説明会を行

っているという資料を先日確認しております。 

○議長（能登谷正人君） いやいやそうじゃなくて、聞いているのは地権者には説明した

んでしょ、２回。その後、町内会にも説明しているっていう。で、町内会にはいつ説明し

たっていうことを聞いてるの。 

○８番（赤井睦美君） 町内会に周知っていいませんでした。 

○議長（能登谷正人君） 休憩します。 
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休憩 午後 １時１１分 

再開 午後 １時１２分 

 

○議長（能登谷正人君） 再開いたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 昭和 33 年と昭和 60 年に見直しがあって、町内会に周知したとい

うことだったんですけれども。じゃあ、２度の地権者への説明はいつされているんでしょ

うか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 地権者への説明は、昨年の 10 月の 27 日と今年の３月の 25 日

にしております。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 昭和 60 年から今までだと、もうずいぶん経っていると思うんです

けれど。その間、新しい人も住んでいて、町内会そのものが分断されるって先ほど説明に

もありましたけれども。それで町内会にさらにきちんと説明しなかったっていう理由が私

には分からないんですね。で、その町内会に説明は、栄町の方から出前説明会でお願いし

て説明していただいたんですけれども、積極的な町からの説明ではなかったんですね。で、

なぜその 30年以上も経っているのに、住民もかわってきているのに何故ちゃんと説明され

ないのかっていう。地権者だけ理解すればそれで良いっていうふうにはならないと思うん

ですよ。今、自分の家のすぐ横に道路が出来ちゃうって言う方がいて、その方はもちろん

立退きはしませんけれども、そんな道路の隣に住みたくはないっていうのはあたりまえだ

と思うんですけれども。何故説明されなかったんでしょうか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） ただ今、ご指摘がありましたように当初計画から変更決定、

そしてその変更決定からさらに 30 年ほど経っておりますけれども。確かに都市計画の内容

等にも地域の方々は承知していない方、それから代替わりしちゃっている方々も確かにお

られると思います。そういった意味では、地権者だけに説明会を行ってきたというのはで

すね、町としても配慮が足りなかったと、つくづく今、反省をしおります。 

今、議員ご指摘のように、地域の方から説明会を開いてくれないかということで、今年

の７月の 16日ですけれども、遅ればせながら栄町の全町内会を対象に説明会を行ったとこ

ろでございます。そういう意味では、町として配慮が足りなかったということで反省をし

ております。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 
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○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 課長は４月になられたばかりなので責任はないかもしれませんけ

れども。先ほど、家を建てる時に建築確認申請が必要だから皆さん知っているはずだとい

うお話だったけれども。私、何人かに聞いてみたんですけれども、建築確認申請って本人

がする方ってほとんどいなくて、建築業者の方がされるんですよね。そうするともう 15年

とか前に建てた方とかは、ここが都市計画で、もしかしたら道路になるかもしれないけれ

ども、この計画はあてにならないんだよねって言われたとか、この計画は以前昭和 60 年に

変更されたことがあるから、また変更になるかもしれないって言われたとか、この隣から

は道路になるからここまでは大丈夫って言われたにもかかわらず、道路になるところにも

う 10 年前に家が建ってしまったとか。やっぱり建築確認申請出しているんだから知ってい

て当たり前だって行政としては思うかもしれないけれど、そこに１人、人が入っている事

によって、家を建てる人には正確な情報が入っていないんですね。やっぱり自治基本条例

で、まちづくりをする時には町民が主体で一緒につくりましょうって謳っているにもかか

わらず、その自治基本条例が出来た段階でそういうことが本当に情報共有されているのか

っていう確認って、私はやっぱりすべきだったと思うんですけれども。その辺は課長はな

ったばかりで答弁苦しいと思いますけれども、やはりどのように考えていらしたのかなと。

担当者の方もいらっしゃるから、そこら辺をお聞きしたいと思います。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 確かに数十年来の都市計画道路ということで、町もこれまで

９路線あるうち、町の持ち分もあるわけですけれども、ずっとこの間、道路の計画はあっ

ても実施されてきていなかったということは、１つには財政上の問題もありますし、現実

的には今市街地の道路、計画路線の道路には家が張り付いていまして、そこに事業を展開

するとなりますと、補償物件が大変だということで、かなり財政的な事も含めてこれまで

実施されてこなかったというのが実態でございます。 

ただ、今にわかに出雲通、道の施工分、それに引き継ぐ町の栄町の部分ということで、

具体的に計画がもう出てきたということで、今回の説明会に至ったわけでありますけれど

も。ご指摘のとおり、今のこの情報公開も含めての時代、もうちょっと地域住民、あるい

は町民に対して「都市計画というのはこういうものだ」含めてですね、説明してこなかっ

たということについては、町としても十分配慮してこなかったということになると思いま

す。いずれにしましても、出雲通の二期工事、道がやる分につきましては、これから事業

申請して計画に至るわけでありますけれども。その後の当該路線につきましては、おそら

くまだ、いくら早くとも７、８年後になるのかなと思われますので、今から十分な説明会

を開いて、地域の方、もしくは町民、一般の方々にも説明をしていきたいというふうに考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 
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○８番（赤井睦美君） 今は高速道路と出雲通線のアクセスをよくするという、何とか環

状線って名前で説明を受けたと思いますけれども。新幹線の道路が出来た時のアクセス道

路というのは、どのように考えていらっしゃいますか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 新幹線の駅が今、春日に予定をされておりますけれども、今

の段階では、今の道道を海側に下ってきまして、まっすぐ市街地に入る道路。それと今の

当該路線である栄町から今の出雲通りに抜けるルート。それから札幌方面へは、さらんべ

公園の入り口から 277 号に通る道路というように考えてございます。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） であれば、自衛隊官舎の所をまっすぐ行ったところから道路を作

った方が、住宅地を通らなくても、とてもスムーズにいくと私は思ったんですけれども。

ただ、町内説明会の中でも、都市計画の道路はまちづくりとともに考えなければならない

ので、変更はかなりハードルが高いっていう説明も町内会の中ではあったんですけれども。 

町長にお聞きしたいんですけれど、町長のホームページの『町長室から』のコーナーに、

「７月 16 日には新幹線建設促進関係自治体連絡協議会総会が札幌市で開催されました。

2030 年には札幌市まで開通する予定であり、今後新幹線駅が建設される２市３町で連携す

ると共に、新幹線駅を含めたまちづくりを真剣に考えなければならないと肝に銘じました」

と書かれていました。で、都市計画道路とまちづくりっていう両方の面で計画を立てて今

まで来たので、それを簡単に変更っていうのは、私もそんな簡単なものだとは思いません

けれども。でもやっぱり新幹線って八雲町だけの問題じゃなくて、本当に北海道全体で考

える問題だから、新幹線駅を中心にまちづくりを考えていくんだって言った時に、私は十

分変更に値するだけの理由だと思うんですよね。ですから、昭和 60 年に１回見直したのに、

それ以降は見直しが全くできないんだっていう、そういう計画にも、私には何故だろうっ

て、一般人には思うんですけれども。町長が、いや八雲町のまちづくりは新幹線駅を中心

にやっていくっていう覚悟があれば、私はそこはもうちょっと、そんなにそんなにたくさ

んの人が立ち退かなくてもやっていけるんじゃないかって、そういう道路が考えられるん

じゃないかなって思うんですけれども。町長としてはどのようにお考えでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 赤井議員からご指摘のとおりですね、本当にこの新幹線の駅、札

幌延伸も当初 20 年以上という話でありましたけれど、５年短縮ということであり、我が町

も新幹線駅を見据えたまちづくりに着手をしながらですね、議員の皆様とまたは町民の皆

様と協議に入っていかなければならない時期に入ってきたと考えております。今、私達も

役場の中で協議をしながら、来年くらいから町民や議員の皆さんの意見を入れて、この新

幹線をとりまく環境づくりにも着手しようというところであります。 



- 27 - 

 

今、ご質問あったとおりですね、この駅を見据えてどういう道路配置がいいんだという

ことでありますが、今つくる道路は高速道路に面して通っていると。で、立岩のバイパス

に向けて入る道路であり、これも重要な路線として考えておりますので。これから、先ほ

ど課長から説明がありましたとおり、７、８年ということでありますので、その中でもう

少し考えられる部分があるのであれば検討はしますけれども。今のところ今の方向性を崩

さないで進めようと考えております。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 栄町の地権者の方全員が反対しているわけではないし、むしろ早

くやってくれっておっしゃっている方もいますけれどもね。今まで見ていたら、先ほど地

権者の方に２回の説明会をやったっていうのも、突然測量の方が来て、測量をしますって

いうチラシが各ポストに入って、え、何の測量ということで、はじめてそこから地権者へ

の説明があったんですね。で、この道路の見直しがされた昭和 60 年は、自治基本条例も出

来ていないから、そういうやり方でも良かったのかもしれませんけれども。今はやっぱり、

そんな測量が入りますっていきなり測量入って、それからの説明会っていうのはおかしい

と思うんですよ。ですから７、８年あるかもしれませんけれども、本当に終の棲家として

そこに移住して選んだ方もいますから、不安のないちゃんとしたその後の計画が立てられ

るように、言われてから説明会ではなく、情報共有ということで積極的に情報を出してほ

しいと思いますけれども。その辺のご確認をお願い致します。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 赤井議員おっしゃるとおり、これからは先ほど課長からも話があ

ったとおり７、８年を目途にということであります。そうするとやはり新幹線の駅を見据

えてということでありますので、これからは地権者並びに町内会等に、きちっと説明をし

ながら進めてまいりたいと思いますので、ご理解をお願いをいたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君）赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） よりよいまちづくりということで、２点目の質問に行きます。 

2016 年の電力小売り全面自由化では、7.5 兆円の新市場が生まれるとされ、すでに、多

くの企業が電力小売りビジネスへの参入を目指していますが、この動きは自治体にも広が

ってきているようです。また、自民党の資源・エネルギー戦略調査会は、ローカルアベノ

ミクスと副題をつけた再生エネルギー普及拡大戦略案で、来年４月から実施される電力自

由化に呼応し、市場開放される年間 18 兆円規模の電気料金収入を地方に還流させ、地域経

済活性化の主役にしようという取り組みも行っているようです。2012年 12 月から昨年の６

月まで５回、横田議員、三澤議員、佐藤議員と再生エネルギーの取り組みについて、質問

が出されておりましたが、いよいよ来年４月の電力自由化に向け、八雲町としてはどのよ

うな取り組みを検討しているのかお伺いします。 
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○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは、赤井議員のご質問にお答えいたします。 

 再生可能エネルギーの導入促進につきましては、国による規制緩和や支援制度の拡充な

どの動向を踏まえ、八雲町といたしましても地域振興策の１つとしての視点も取り入れな

がら導入促進は必要と考え、これまでメガソーラーの実地や地熱開発構想への支援などを

行ってまいりました。 

一方、総合的に導入促進を図るためには活用可能な資源の潜在能力を見定め、商業用・

自家用といった活用方法、事業用・民生用といった活用先の選択など幅広い要因が絡む事

から、まずは役場内における検討を行ってきております。この検討におきましては、行政

施策として進める為には、町民も含めた町をあげてのご理解とご協力が必要であるため、

町としての方向性を打ち出し、関係の皆様のご意見を伺う必要があるという考えに至って

おります。 

 このため、今後さらに検討を深めると共に、来年度におきましては町としての総合的な

方向性を皆様にご提示できるよう、努めてまいります。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 来年、総合的な方向性を提示ということで、昨年の３月に商工観

光労政課を窓口として、再生可能エネルギー導入の姿勢や方向性を整理するっていう答弁

がありましたけれども。じゃあその整理した結果、来年それが発表されるという受け止め

方でよろしいでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 議員おっしゃるとおりであります。内容につきましては参事の方

から説明をさせます。 

○商工観光労政課参事（藤牧直人君） 議長、商工観光労政課参事。 

○議長（能登谷正人君） 商工観光労政課参事。 

○商工観光労政課参事（藤牧直人君） 今、議員からのご質問でございますけれど、町長

が答弁した通り、昨年度３月、商工観光労政課を窓口としてということで、まずは町内の

既存の八雲町産業連携検討委員会という、これはエネルギーのみならず農林・水産・商工、

特に産業部門での連携促進を図るということで、再生可能エネルギーの導入につきまして

も、民生部門もございますけれど、まずは産業部門を中心にということで、この委員会の

中で１年数カ月議論をしてきました。 

基本的には導入促進のために必要な手法ですとか、エネルギーの種別、こういったもの

を整理しながら議論してきたわけですが、この春からそこの根幹論に至ります。要はこの

場合、産業のみならず民生部門、こういったものも含めて、それから新エネ、再生可能エ

ネルギー、いわゆるプラスの電気ですとか熱をつくり出すということもさることながら、
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省エネルギー、いわゆる事業用にしても家庭用にしてもいわゆるマイナス、この部分も非

常に大きいということで、そうなりますとトータル論で町の皆様に考えをご提示して、そ

れに基づきながら町をあげて進めていくと、こういう結論に至ったところでございます。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 昨年、全国ご当地エネルギー協会というものができて１年が経っ

たんですね。そこには全国のいろんな取組が紹介されているんですけれども。やはり今お

っしゃったように、最初に行うのは町民との学習会。で、今エネルギー自由化がはじまる

と言っても、実際に各家庭の電気はどんなふうに変わっていくんだろうというのが分から

ない。だから、皆さんはどんなエネルギーを必要としますかって。そしてどの使い方、例

えばコープさっぽろとかでも電気やっていますから、そういうところから使いたいとか、

電気はいいけれども暖房だけ、熱の方を使いたいとか、そういう町民の中できちっとした

情報がないと選びようもないと思うんですよね。だから、最初に町としてこういうふうに

やりますよっていう姿勢も大事なんですけれども、エネルギーが自由化になることによっ

て町民皆さんの生活がどんなふうに変わるのかっていうことと、一番はやっぱり省エネで

すよね、二酸化炭素を出さないっていう。そういうところで、もっともっと町民に本当に

分かりやすく具体的に提示してほしいなと思うんですけれども、そういう取り組みはその

中に含まれているんでしょうか。 

○商工観光労政課参事（藤牧直人君） 議長、商工観光労政課参事。 

○議長（能登谷正人君） 商工観光労政課参事。 

○商工観光労政課参事（藤牧直人君） ただ今の町民理解ということだと思いますが、こ

れ実は今年度におきましても既に、今年度予算で町としての総合的な考えを打ち出す云々

という前に再生可能エネルギーの導入、または省エネルギーの促進ということはどういう

ことかということで、町民等を対象とした理解促進のための勉強会の場。また、我々の議

論を進める為の勉強会ですとか、そういった場の為の予算を確保してございます。また、

来年度考え方を打ち出しながら、ある程度の打ち出しとともにですね、それをまとめてい

くという作業がございます。この中には当然、事業者、または住民、いわゆる民生部門も

含めた様々な町の声を聞きながら、考え方を一定程度整理していくということでございま

す。 

以上でございます。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 総合計画の後期の実施計画をみると、今おっしゃられたように理

解のための勉強会に予算は付いているんですね。で、それは今年から３年間。そして地熱

開発においては去年と今年の２年間。でも、その後はまだ何も載っていなくて、本当に学

習だけで終わってしまうんじゃないかと少々心配になっているんですけれども。その点は

どのようなふうにして進めようと、勿論トータルが出来ないうちに、こうやって予算をと
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りますっていう発言はできないと思いますけれども。この学習会で終わらずに、それを進

めようっていうそこのところを、何かもし見えているものがありましたら教えてください。 

○商工観光労政課参事（藤牧直人君） 議長、商工観光労政課参事。 

○議長（能登谷正人君） 商工観光労政課参事。 

○商工観光労政課参事（藤牧直人君） 議員おっしゃるとおりでございます。 

まずは理解促進からはじめまして、それはある程度継続的に進めなければいけないこと

だなというふうに感じております。また当然考え方を一定程度まとめ、提示した中で町民

の皆さんの意向をいろいろ聞きまして、今後、町として例えばどういったリソースをこの

町に入れていくんだと、それは活用方法も含めてですね。そういったものが見えてきた段

階で、例えば一般家庭の省エネ普及の例えば制度設計ですとか、または事業者が何か売電

をするようなことがあれば、そういうものの支援策ですとか。これは現在、国、道、その

外郭団体で様々な支援制度というものがございます。また、国がさらに規制緩和を恐らく

してくると思いますので、その辺の動向も見据えながらですね、これは議員からもありま

したように予算議論になりますので、今この場でこういう形とは言えませんが、想像する

に、また想定するにこういうような手法は考えられると思います。 

 以上でございます。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 先ほどから町民とともにという言葉が何度も出てきて良かったと

思うんですけれども。行政側としては十分伝えていますよと言っても、さっきの道路の関

係じゃないですけれども、中に業者が入る事によって、全然その思いの伝わり方って違う

んですよね。ですから、本当に町民に分かりやすく直接伝えて直接聞く。中に誰かを挟ん

でこう言いましたよねっていうことではなく、本当に皆さんが理解できる、そんな具体的

なやり方を是非、取り入れてほしいと思いますけれど、いかがでしょうか。 

○商工観光労政課参事（藤牧直人君） 議長、商工観光労政課参事。 

○議長（能登谷正人君） 商工観光労政課参事。 

○商工観光労政課参事（藤牧直人君） 町民のニーズ、意向調査というのは、例えば書面

アンケート等もございます。またはヒアリング、それから説明会における意見交換と。手

法は様々ございますので、限られた時間と労力の中でなるべく、民意と言ったら語弊があ

るんでしょうか、皆様のご意向を集約できる様に工夫はしたいと思います。またはこうい

った議会議論の場面も活用してまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

○８番（赤井睦美君） 以上です。 

○議長（能登谷正人君） 以上で赤井睦美さんの質問が終わりました。 

 次に安藤辰行君の質問を許します。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 
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○３番（安藤辰行君） 久々の一般質問でちょっと緊張していますけれども、どうぞよろ

しくお願いします。 

 八雲町の生ごみ収集の費用対効果について。平成 24 年 10 月から分別収集が始まった生

ごみ収集ですが、当初目標が 800ｔと認識しておりましたけれども、平成 26 年度で約 200

ｔに留まっている状況にございます。処理経費としては、人件費・車両費などで年間約 1500

万円の増加、加えて処理費用が約 400万円となっております。単純計算ではございますが、

トン当たりの処理料が９万 5,000 円と算出されます。 

 一方、渡島廃棄物広域連合負担金は、処理料約 3,800ｔで１億 6,500 円であり、トン当た

り約４万 4,000 円となると思います。生ごみを焼却するのではなく、堆肥化することはリ

サイクル社会にマッチしていると考えられますけれども、現在の状況ではあまりにも経費

の差があると思います。この現状において、町長は、今後、この生ごみ収集を現状のまま

で実施していくのか、また、見直しする考えはあるのかお伺いします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは安藤議員の八雲町の生ごみ収集の費用対効果についての

ご質問にお答えさせていただきます。 

平成 24 年 10 月から八雲地域の市街地に限って生ごみの収集を始め、平成 24 年度は前期

の試験収集も含め 171.5ｔ、平成 25 年度は 185.7ｔ、平成 26 年度は 214.0ｔの収集状況で

あります。微増している状況となっています。しかし議員ご指摘のとおり、目標 800ｔに対

して 27％程度と分別があまり進んでいない状況にあります。生ごみの費用対効果の比較で

すが、人件費・車両費のパッカー車１台分の収集運搬費を入れておりますので、燃やせる

ごみの処理費にも渡島廃棄物処理広域連合負担金に収集運搬費であるパッカー車４台分の

6,000万円を加える必要があります。これで計算するとｔあたり約５万9,000円となります。 

 一方、生ごみについて現在の 200ｔから 400ｔに収集量を増やせれば、ｔあたり５万 8,000

円となる計算です。生ごみを処理しているバイオマス施設は、ホタテ貝の付着物等の海産

物関係廃棄物や下水道の汚泥及び生ごみを堆肥化する計画で、国の補助事業により町で整

備した施設であります。生ごみの堆肥化を簡単に中止することは出来ない事情もご理解を

いただきたいと思いますし、この施設が新たな雇用の場となっていることを聞きますと、

単純な費用対効果だけでは比較出来ないものと考えます。 

さらに、ごみを焼却することは、化石燃料の消費と二酸化炭素の放出など、地球環境へ

の影響が大きい事から、燃やせるごみの減量化の推進化が今後も必要と考えており、ごみ

をごみとしてではなく、資源として活用するごみゼロを目標として取り組んでいく考えで

あります。このようなことから生ごみを焼却処理するのではなく、今後も生ごみの分別と

堆肥化を進めたいと考えます。また、単純な費用対効果だけでは比較できませんが、先ほ

ど計算した数量に近づけるよう、誠意努力してまいりたいと思います。 

しかし、ごみの分別については町民皆様のご理解とご協力がなければ進みませんし、分

別の定着には時間もかかるものと考えております。生ごみの分別を含め、燃やせるごみの



- 32 - 

 

資源化について検討を始めている状況でもあり、この中で収集方法や収集体系についても

検討してまいりたいと考えております。今後、どのようにすれば生ごみの分別とごみの資

源化が図れるのか、議会のご意見を伺いながら、ごみゼロ実現に向けて進めてまいりたい

と思いますので、よろしくお願いを致します。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） 今の説明で、バイオ施設の件なんですけれども、実際に浜からの

産廃、加工屋さんからの産廃などの処理施設というようなことでございますけれども。そ

もそもこのバイオ施設の生ごみを受け入れするという、堆肥化をしているということがで

すね、その業者の利益の元値ですね、堆肥をつくって売るという為のものなのかなと思っ

ているんですけれども。それだと自分たちの企業で集めて処理をするというのが普通では

ないのかなと思うんですけれども。ましてやそこに毎年 2,000 万円近くのお金を助成、支

援するというのは、ちょっとおかしいのではないかなと私は思うのですけれども。 

再度、その辺について、ちょっとお話を伺いたい。 

○水産課長（横山隆久君） 議長、水産課長。 

○議長（能登谷正人君） 水産課長。 

○水産課長（横山隆久君） それでは、バイオマス施設のごみの受け入れについてお答え

いたします。元々このバイオマス施設、作る時には漁業者の付着物、残渣、それから加工

場の加工残渣、これを処理するということでございます。ただ、それだけの施設を作って

も施設的にまた相当のお金がかかるということもございましたし、あと、下水道汚泥の問

題もバイオマスタウン構想の中にはございました。で、今後増えていく汚泥についても町

内で処理することによって、外に出している部分のお金が町内的に循環すると。で、ごみ

分につきましても、焼却の負担金の率を減らさなければならないということもございまし

たので、生ごみ収集により少しでも負担を軽くして、その部分につきましても町内的に経

費がまわるというメリットも一部あるというようなことの中で、一体となって施設を建設

することによって、建設費の部分は確かにそれほどかからないで出来ると。 

ただ、処理につきましてはその分かかるのですが、ただ、漁業系のごみだけを過去の実

績から処理いたしましても委託費というのはかかります。ごみ、それから汚泥というのは、

それをやることによって従業員数が、特にその部分やることによって１名程度は増えるん

ですけれども、それほど増やした経費の部分にはならないと。多くの方のランニングコス

トといたしましては、電気代というのが非常に大きいものでして、それで実質、意外と生

ごみというのは自然発酵の部分が強くて、そちらのランニングコストの部分は人件費を除

くとそれほどかからないという部分で出来ますということなんですけれども。ただ、実質

お金のかかっている部分というのは、処理費につきましてはごみを集めた場合に、まず匂

いを出さないように集めますということで、パッカー車でつぶすのはやめてですね、生ご

み袋で収集いたしますと。その部分は町の方には当然、処理費として収入が入るわけです

けれども。今度は生ごみの袋なんですけれども、これを機械で破砕するとかになりますと、
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やはりその機械を洗わなければならないんですけれども、山は元々水を使わない施設だっ

たために、水の準備がなくて洗うことが出来ないという欠点がございます。そこをまた量

も１日にせいぜい集まっても２ｔとかっていうレベルでございますので、そこまで機械化

してランニングコストをかけたくもないということもございまして、人の手により袋を破

いてやれるという判断におきまして、行っております。実質、経費的には 400 万という中

で袋裂きとか、処理費も全部見ておりまして、ですから、だいたいトン当たり人件費も全

部含めると２万くらいの処理になっておりますけれども。焼却にした場合、じゃあそこが

どうなのかというと、焼却の部分については、またトン当たりはもっとかかると思います

ので、そこの部分だけを考えると現状的には良いのですけれども。ただ収集業者さんです

ね、そちらの部分がちょっとかかっていると、そういうような実態でございます。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） 一通りの答弁で理解はいたしましたけれども、なんとなく無駄な

お金が出ているように感じるわけなんですけれども。 

町長、最後にですね、この１年間で現状維持の 200ｔで推移した場合、この生ごみ分別収

集を見直す必要があるのではないかと私は思うんですけども。この八雲町のこのような事

業というんですか、似たようなものがあると思うんですけれども、町民が望まない事業を

見直していくという考えもあるのかなというようなことをちょっと最後に聞いて、この質

問を終わらせていただきたいと思うんですけれども。 

○環境水道課長（馬着修一君） 議長、環境水道課長。 

○議長（能登谷正人君） 環境水道課長。 

○環境水道課長（馬着修一君） 生ごみの関係だと思うんですけれども、生ごみが今 200

ｔで量が少ないということで、もう少し量が増えれば費用的なことも、一概に比較はでき

ませんけれども、増やすことによって燃やせるごみと対等になるのかなという部分と、先

ほど町長が言いましたように今の施設が国の補助を受けまして、当初の計画の中で生ごみ

もその中で処理するという計画になってございますので、それを止めるという事は簡単に

は出来ないということもご理解いただきたいと思いますし、200ｔどうやってそれを増やせ

るかという部分も今後具体的にどのようにすればよいのかという部分になるかと思うので

すけれども、啓蒙・啓発は当然やっていかなければならないと思うんですけれども、それ

だけではすぐに分別が進まないという部分も考えてございます。先ほども町長も言いまし

たように、生ごみの分別が進むように今後検討したいということで。どのように、具体的

にどのようなことを検討していくのかという部分になろうかと思うんですけれども。具体

的に現在、生ごみは例えば燃やせるごみに入れても持って行くよということになっていま

すけれども、その分を燃やせるごみに入れたら持って行かない様にするだとか。極端な話

ですけれども。または、生ごみの袋を安くするだとか、逆に燃やせるごみの袋代を上げる

ですとか、または燃やせるごみの収集を今２回やっていますけれども、それを１回にかえ

るですとか。燃やせるごみと生ごみの収集日を今一緒にやっていますけれども、それを別々
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に変えるですとか。生ごみの区域を広げる方法もあると思いますし、生ごみの二重袋を今

禁止してございますけれども、その部分を二重袋でも良いようにするだとか、いろいろな

方法あるかと思いますし、これらを組み合わせてやる方法もあるかと思います。生ごみの

出し方につきましてはバイオマスの施設の関係もございまして、そちらの協議も必要とな

ると思いますし、料金ですとか区域ですとか、収集日の変更等につきましてはですね、八

雲地域全体の部分にも係ることでございますので、これらについては慎重に検討しながら

今後進めたいと思いますので、ご理解いただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） 今の答弁いただきましたけれども、別に施設を止めろという意味

ではなくてですね、助成を止めた方がいいのではないかなというふうなことを言ったつも

りだったんですけれども。実際に今までの何年間かの努力で 200ｔくらいしか集まっていな

いからね、だからそれだったら 2,000 万もかけてやる必要があるのかなという意見で質問

をさせていただいたんですけれども。そうやって課長が考えて、これからもっともっと増

やす努力をするんだというようなことでありますので、それに期待したいと思います。こ

の辺で、この質問は終わらせていただきます。 

次の空き家対策について質問させていただきます。 

 空き家対策について、人口減、人口の高齢化、都市集中等により我が国の空き家の総数

は 820 万戸、その内 40％弱の約 320 万戸が放置空き家だと言われております。今般、空家

対策特別措置法が施行され、法律に伴う基本指針も示されているところでございます。そ

こで、八雲町における空き家対策等についてお伺いいたします。１、八雲町の空き家はど

のような現状となっているのか。２、空き家近くの住民または町内会等からの苦情はどの

程度あるのか。また、その対応については、どのようにしているのか。３、空き家対策に

おいては、単に負の処理としないで、地域の活性化、人口増加策、さらには定住化対策の

手段に用いるなど前向きな取組をしている市町村も多くあると聞いておりますが、八雲町

の今後の方向性はどのようなものか。また、空き家の活用方法について、考えがあればお

伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 次に２点目の質問の空き家対策についてお答えいたします。 

議員がご指摘のように、空き家対策については昨年 12 月に公布された空き家対策等の推

進に関する特別措置法により、市町村が地域の実情に応じた空き家等に関する対策の実施

主体として位置づけられ、対策の基本的な考え方については、基本方針やガイドラインに

より示されました。 

この中で空き家等の所有者または管理者は空き家等の適切な管理について第一議的な責

任を有することを前提としつつ、市長村長は周辺の生活環境の保全を図るため、特定空き
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家等の所有者に対し、適切な措置を講ずることが出来、その手続きについて透明性や適正

性の確保が求められることとなりました。町は今後これらの基本指針やガイドラインに基

づき、関係部局の担当者による町内組織を立ち上げ、具体的な八雲町の空き家対策の対応

や手順について検討していくこととなっております。 

 最初に八雲町の空き家の現状についてですが、総務省が５年毎に実施している住宅土地

統計調査の平成 25 年度の状況によりますと、住宅総数は 8,770 戸で、その内空き家は 12％

にあたる 1,090 戸となっており、その内訳は賃借用の住宅が 190 戸、別荘やセカンドハウ

スのような二次的住宅が 20 戸、転勤や長期入院など長期不在家屋など、その他の住宅が 890

戸となっております。 

 次に２点目の空き家付近の住宅や町内会等からの苦情や相談の件ですが、町の対応窓口

として、八雲地域分は企画振興課および建設課、熊石地域分は地域振興課となっており、

その内容についてはそれぞれの担当課で把握して、その都度対応しております。平成 24年

からこれまでの全件数は 25 件となっておりますが、その相談内容の多くは老朽化が著しく

衛生上または防犯上問題がある、いわゆる特定空き家等に該当するものです。その対応と

いたしましては、所有者及び管理者が分かる場合は連絡をし改善を要請したり、交通障害

や第三者に影響を及ぼすもの、緊急を要するもの、または公益上ただちに改善しなければ

ならないものは所有者等に連絡をし、了解のもと最低限の危険回避を町で実施しているも

のでございます。 

次に３点目の八雲町としての空き家の活用方法についてお答えをいたします。空き家対

策につきましては人口減少社会の中にあって、家余りの問題が年々大きくなって、国でも

支援制度を設けて空き家の利活用を推進しております。本州では古民家などを宿泊施設や

交流施設などの文化的な活動に利用するため改修している事例がありますが、多くの自治

体は空き家バンク制度を導入しております。空き家を売りたい、貸したいとお考えの所有

者から空き家バンクへの登録申請をしていただき、中古物件を買いたい、借りたい方へ情

報提供を行い、空き家住宅を少しでも解消する仕組みとなっております。 

 八雲町としても現在策定作業中であります総合戦略の専門部会の中で、移住定住を少し

でも促進するためには空き家情報の収集と情報提供等の仕組みが必要であるとの意見が出

されておりますので、空き家バンクの制度化に向けて検討してまいりたいと考えていると

ころであります。以上です。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） 平成 23 年度の第１回定例会で岡島議員さんが一般質問をして、そ

の時の条例制定の研究課題とするという答弁をされております。で、今回の空き家対策特

別措置法なんですけれども、この法律で市町村の主な役割として、空き家等の対策計画の

策定協議会の設置。また、空き家等に関するデータベースの整備、データベースを活用し

て空き家等及びその跡地に関する情報の提供などが記載されておりますけれども。そこで、

八雲町として、この空き家対策等の担当部署はどこにするのか。それと空き家の実態調査
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なんですけれども、いつからどのような項目および方法で実施するのか。１つずつの方が

いいですか。では、空き家対策等の担当部署はどこですか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 空き家対策の担当部署ということでありますけれども。先ほ

ど町長の答弁でも苦情等の処理を今まで企画振興課、建設課、それから地域振興課という

ことで苦情の処理を受け付けているということでありますけれども。 

また、今後、町内組織を立ち上げるということで町長も答弁しております。それで具体

的には、今はまだ町内組織については、まだ具体的な方針は立てておりませんけれども、

担当部局ということではございませんけれども、例えば建築構造物の知見をもっている建

設課、それから地域町内会の情報に詳しい企画振興課及び熊石総合支所の地域振興課、そ

れから防災上の観点から総務課及び消防本部、それから固定資産税情報の対応ということ

から財務課、それから衛生対策上から環境水道課という担当部局を集めて、一度その中で

町内対策協議会なるものをつくりまして検討していきたいということでございます。詳細

についてはまだ決まってございません。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） 担当部署は今、説明がありましたけれども、これから協議会で設

置したいということでございますけれども。 

 それでは、その次、空き家の実態調査はどのような項目及び方法で実施するのか、お聞

きしたいと思います。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 今の調査方法等についてでございますけれども。それも実は

庁内組織の中で随時検討していくということにしたいと思います。まず、先ほど申しまし

たとおり、役場内部での連携体制の整備、それから相談体制の整備、それから空き家調査、

空き家台帳の整備も含めて、また加えて空き家バンクの検討も含めまして、庁内組織の中

で随時検討していくというふうに考えてございます。以上でございます。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） 今の答弁なんですけれども、この件については職員が調査するん

ですか。やはり調査するのにもそれを認定するっていうことになると、技術というか、そ

ういう資格を持っている人が必要ではないのかなと思うのですけれども。その辺はどうで

すか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 一般的な空き家の情報というのは役場でも押さえている部分
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もありますけれども。例えば町内会の方々に情報提供をしていただくだとか、そんなこと

にはなるかと思います。ただ、これが個々の対応につきましては、これがどれくらいもち

そうだだとか、すぐに取り壊すだとか、そういった部分については、専門的な知見をもっ

た例えば建設課の建築技師が見て判断するというようなことにはなるかと思います。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） というのはですね、その特定空き家に指定されるという事はです

よ、その家があっても更地の状態と同じ様な状態になるということであるので。それが職

員で査定して決められるものか。その辺はどう考えていますか。 

○企画振興課長（萬谷俊美君） 議長、企画振興課長。 

○議長（能登谷正人君） 企画振興課長。 

○企画振興課長（萬谷俊美君） 今回の法の整備に伴って、国の方では一定程度のガイド

ラインっていうものを設けておりまして、特に特定空き家に関しましては、そのガイドラ

インがございまして、建築物がそのまま放置すれば著しく保安上危険となるおそれがある

状態、またはそのまま放置すれば著しく衛生上有害となる恐れのある状態、それから景観

が著しく損なわれる状態、その他、周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不

適切である状態ということになっておりまして。これらのガイドラインに照らし合わせま

してですね、職員が、特に建築担当技師が中心となって職員が十分判断できるものという

ふうに考えてございます。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） 今の件に関しては職員で対応するということで分かりました。そ

れでは、データ化の管理はどのようにするのか、またどのような活用を図っていくのかと

いうことを再度お聞きしたいのですけれども。 

○企画振興課長（萬谷俊美君） 議長、企画振興課長。 

○議長（能登谷正人君） 企画振興課長。 

○企画振興課長（萬谷俊美君） 先ほどの答弁でも申しておりますけれども、町内的な関

係部署の協議がまだ整っていないということで、基本的な八雲町としての方針はまだ決ま

っていないとういことで、ご理解をまず１ついただきたいなというふうに思っております。

それで、今後この法律に基づいてどういった役割をして、八雲町としてどういった空き家

の対策を講じていくのかということがこれらの中で協議されて、計画が必要であれば計画

の策定をするだとか、データベース化をする必要があればデータベース化をすることも検

討に値するのかなというふうに思っています。あくまでも法律の中ではデータベース化に

ついても努力義務というふうになっておりますので、現段階ではどのようにするかという

ことについてはですね、今後の協議の中で決めていきたいというふうに思っております。 

また、空き家バンクということで、企画振興課の方で今後の移住対策の一環として売り

たい・貸したい人の情報収集をひっくるめてやるのも空き家対策の１つというふうに考え
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ておりますので、その点については極力前向きに取り組んでいきたいというふうに考えて

おります。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） それではですね、解体等に活用できる、住宅リフォーム助成とい

うようなことを行っている自治体もあるのですけれども、当町の考えはどうかなと。 

○企画振興課長（萬谷俊美君） 議長、地域振興課長。 

○議長（能登谷正人君） 地域振興課長。 

○企画振興課長（萬谷俊美君） 今の中古住宅の促進という観点から、再利用する場合に

中古住宅を改修するために一部助成をしているという実態が全国的に何カ所かございます。

で、当町としても今の総合戦略検討の中で、移住部門の政策検討の中ではそういった議論

もされましたけれども、助成金を出す、出さないの踏み込んだ考えはまだ打ち出していな

いのですけれども、長期的に金額を支援していくのはどうなのかなということで現在は考

えています。ただ、今後の協議の中で、そういった助成政策が必要なのかもひっくるめて

検討していければなというふうに思ってございます。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） 重要なのは、強制はされていますけれども、法を踏まえたどのよ

うなシステムを八雲町が作るのかが重要だと考えております。法に使われるのではなく、

法を使って八雲町の空き家対策を進めるという発想が必要ではないかと。計画を立てるこ

とにより、将来のまちづくりの在り方が議論できると思うのですが、いかがなものでしょ

うか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 今、議員がご指摘されましたけれども、町としての独自な政

策ということでございますけれども。今、先ほど答弁したとおり庁内会議でももちろん原

案といいますか、計画を作りますけれども、一般の町民も交えた協議会の中でも検討案を

もんでもらうと言いますか、そういったことも必要になってくるかと思いますので、広く

町民のご意見も聞きながらやっていきたいというふうに考えてございます。 

以上でございます。 

○３番（安藤辰行君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 安藤君。 

○３番（安藤辰行君） それでは私の方から最後になりますけれども。空き家問題は特定

空家と呼ばれる危険な空き家になってからの対応となっておりますけれども、危険な空き

家になる予備軍をどのようにするのか、対策を講じないとこの問題は解決しないと考えて

いるところでございます。つまり、建物個人の課題が公の課題になる認識を持つことが必

要でありまして、空き家問題は所有者、個人や行政だけで解決できる問題ではないと。社
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会の問題とする認識をもっていただきたいということでございます。そのためには、個人

は空き家を不動産市場や自分で除去し解決すると。それでも解決しない場合は地域で利活

用する。それでも解決しない場合は社会の問題として税金で除去すると。このように個人、

民間、地域、社会のルールをつくることで空き家問題を考える必要があると考えます。公

共施設マネジメントが公の過剰ストックの問題なら、空き家対策は民の過剰ストックの問

題であり、いずれも行政だけでは解決することが困難となっております。是非ですね、条

例による制度により危険空き家になる前に地域の中で維持管理や利活用をすることで、地

域の質を高め、問題解決をすることを提案して、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（能登谷正人君） 以上で安藤君の質問が終わりました。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時１５分 

再開 午後 ２時２７分 

 

○議長（能登谷正人君） 休憩以前に引き続き会議を開きます。 

 次に佐藤智子さんの質問を許します。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） ６番目、最後の佐藤です。よろしくお願い致します。 

 大きく２つ質問させていただきますが、まず１つめです。町営住宅の今後はということ

で質問させていただきます。町営住宅については計画的に外壁改修等の事業が進んでいる

ようですが、気になるのは政策空家という張り紙がされている町営住宅を見る事です。私

は、これは人を入れないようにして改修費用を節約しているのかなというふうに憶測をし

ておりました。私だけかなと思いましたら、他からもどういう意味なのだろうという声が

寄せられておりますので、政策空家とはどういう意味なのかまずお話し願いたいと思いま

す。 

それと、公営住宅等長寿命化計画というものがあると思いますけれども、それは町民に

周知されているのでしょうか。今後の方針と併せてお伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは最後の佐藤議員のご質問にお答えをいたします。 

 町営住宅政策についてご答弁を致します。 

最初に政策空家の意味でございますが、町は公営住宅等長寿命化計画において、今後５

年以内に取り壊しを予定している住宅は退去後の募集を行わずに政策空家として当該住宅

の玄関に張り紙を表示して、その住宅の入居募集をせずに、空き家のままにすることであ

ります。この制度によらず入居した方は５年以内に再度引越しすることとなり、移転の為

の費用や手間がかさむことになりますので、これを防止するための政策的な制度が政策空
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家であり、公営住宅の制度では一般的なものとなっております。 

ただし、例外措置として火災や災害等による住宅の滅失等により緊急的な場合はその都

度、状況により判断をし、一時的に緊急避難措置として入居を許可する場合もあります。

また、退去後に修繕費用が高額となり、概ね 10 年以内に取り壊しを予定している住宅は修

繕費用を算出し、費用対効果を考慮して政策空家としている場合もございます。議員がご

指摘のように、政策空家という表現は確かに一般町民に理解されない表現であり、その意

味を理解できるよう、例えば「５年以内に取り壊しを予定」の文言を入れる等、改善して

まいりますので、ご理解をお願いをいたします。 

次に公営住宅等長寿命化計画の質問ですが、平成 22 年度に作成をいたしました公営住宅

等長寿命化計画は町営住宅の実情を踏まえ、建て替え改善事業、維持保全等の適切な手法

を選択のもと、町営住宅の総合的な活用及び再生のための計画であり、町のホームページ

においても公表、周知しているところでございます。町はこの長寿命化計画により、今後

の公営住宅の建築及び移転計画を立てております。具体的には出雲町セイコーマート裏付

近の出雲町Ａ団地の空き地に、平成 28 年度２棟 10 戸、平成 29 年度２棟 10 戸の新築計画

で、北海道及び八雲町の地域材利用促進方針に基づき、地域材を使用した木造住宅平屋建

てで建築する予定をしております。ユニバーサルデザインの視点に立ち、子どもからお年

寄りまでの全ての人が暮らせる良好なコミュニティづくりに配慮し、１ＬＤＫと２ＬＤＫ

を予定しており、設計業務委託は今年７月末に発注をされ、業務完了は来年の１月末でご

ざいます。また、町民センターと相生公園の間にある出雲町Ｃ団地の建て替え計画につき

ましては、現在の 16 棟 60 戸を平成 29 年度と 30 年度の２カ年で取り壊しを行い、平成 30

年度、31 年度で 25 戸の新築をする計画でございます。建替え事業の対象となる出雲町Ｃ団

地の入居者に対する説明会を去る８月 18 日開催し、現在出雲町Ｃ団地入居者全戸を対象に

希望調査を実施しているところであり、平成 28 年度、29 年度での移転を入居者にお願いす

るものでございます。 

以上、よろしくお願いをいたします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 政策空家については、５年以内、あるいは 10 年以内に取り壊すと

いうことで、入居者を募集しないための張り紙だということで理解はいたしました。町民

により分かりやすい周知の仕方をしていただきたいと思います。で、その政策空家なんで

すが、元町によく見かけますけれども、片方は入っていらっしゃるお宅で、片方がこの政

策空家っていう張り紙がされています。で、それはやはり今入っている方には５年以内に

取り壊すっていうことは、今入っている方にはいずれは移転していただくっていう事にな

るんでしょうか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 政策空家の意味についてはご理解いただいたようでございま
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すが、今具体の例で元町に１戸、政策空家という形で張り紙がされているということでご

ざいますけれども。これは実は前に住んでいた方がペットを飼っておりまして、その匂い

等で酷い状態になっておりまして。今、改修といいますか、それをしている最中でござい

ます。 

 政策空家の中には、先ほど町長の答弁にもあったかと思いますけれども、今言ったよう

に不適切な使用によりまして、どうしても改修せざるを得ないだとか、そういうものも含

まれております。 

 以上でございます。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） そうすると、その特殊な理由による政策空家は改修しているとい

うことであれば、そこは募集をかけるという考えでよろしいですか。 

○管理係長（横田盛二君） 管理係長。 

○議長（能登谷正人君） 管理係長。 

○管理係長（横田盛二君） 私の方からご答弁させていただきます。先ほどの元町団地１

戸を動物の件で改修するという予定でございますけれども。出雲町Ｃ団地を今建替え計画

をしておりまして、全戸移転の調査をしている中で、どうしても家賃が高くなるというこ

とから、既存の空き住宅、平屋建てということで移転を希望されている方が多いという調

査になっております。そういった件を考えまして、元町の今回の動物の住宅についても平

屋建てということで、今後改修を予定しているということでございます。また他にですね、

出雲町Ｄ団地、町民センターの向かいになりますけれども、こちらの方も不適切な理由に

より高額な費用がかかるということで、修繕をしないで政策的に空き家としている物件が

11 戸ほどございます。こちらの方につきましては、物件が２階建てということもあります

ので、現在のところ改修は行わないという考え方でございます。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君）佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 私が聞いたのは、改修した時点では募集をするんですね、ってい

う。元町の件に関してはですね。そう聞いたんですけれども、もうちょっとその辺を。 

○管理係長（横田盛二君） 管理係長。 

○議長（能登谷正人君） 管理係長。 

○管理係長（横田盛二君） 募集の件につきましては、現在出雲町Ｃ団地の建て替えの計

画がございまして、先ほども申しましたけれども全戸の移転調査をかけている最中でござ

います。どれだけの戸数が現在の既存の住宅を希望するかは、まだはっきりしていません

ので、それが集約出来次第ですね、募集を開始するかどうかを判断したいと考えておりま

す。 

というのは、現在の希望する空き家に移転する希望が多い場合には、募集を制限をかけ

ることも今後考えなければならないというふうに考えております。 
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○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 政策空家は全部で何戸あるんですか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 八雲地域で 34戸、熊石地域で 16 戸の合計 50 戸でございます。

町営住宅全体戸数である 687戸に対する割合としては、ほぼ７％ほどであります。 

それと、話が前後になりましたけれども、八雲地区の政策空家 34 戸のうち、一般的な政

策空家につきましては 22 戸、それから改修費用が高額になると思われるものが 11 戸、そ

れからペットを飼っていたことなどにより、匂いが酷く使用に耐えないものというのが１

戸ございます。 

 以上でございます。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 政策空家については理解しました。それで、このひまわりの写真

のついたステップアッププラン、新八雲町総合計画後期実施計画書、平成 26 年度から 28

年度のものですけれども。そこには先ほども出ておりましたけれども、町営住宅の建替え

事業、28 年から 29 年に行うということで、この内容は２階建て２棟 20 戸、それから高齢

者向け 12 戸、一般世帯向け８戸となっておりますが、これを２年に分けて、１棟 10 戸ず

つっていう計画だったとは思いますけれども。総務常任委員会の方にこの計画が変更にな

ったっていう報告がされていると聞いております。その辺を、先ほど町長は１ＬＤＫと２

ＬＤＫっていうふうに木造平屋建てにするというふうにお話しなさっていましたけれども。

その変更になった経緯と、この場合、予算額が２年で４億 9,200 万ほどになっていますけ

れども、その予算額は変更がないのか、お伺いいたします。 

○議長（能登谷正人君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時４２分 

再開 午後 ２時４４分 

 

○議長（能登谷正人君） 休憩以前に引き続き会議を開きます。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 総合計画との変更になった経緯ということでございます。昨

年の 10 月に、昨年の議会でも指摘されましたように、地域材を使ったことは考えられない

のかも含めて町長協議をいたしまして、木造の公営住宅で整備をするということで、町長

との協議の中で基本的に確認をしてございます。その後、実は総合計画実施計画書につき

ましては毎年１、２月にローリングをしまして、中身をチェックするんですけれども、実
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は新規建設の１棟２階建て、２棟 20戸を実はこれを訂正し忘れまして、そのまま直してい

なかったということでございます。お詫び申し上げたいと思います。その後、その時の金

額が４億某ということでございましたけれども、今委託をかけておりますが、まだ正式に

委託の成果出ておりませんけれども、工事費につきましては予想ではありますけれども、

１億 8,000 万程度に下がるものと、今予測はしております。今後の実施設計によって若干

変わることも予想されますが、１億 8,000 万程度に下がるということでございます。その

旨、７月 24 日の総務経済常任委員会におきまして、今後の建て替え計画に伴う移転計画を

説明してございます。 

 以上でございます。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） そういう事務上の行き違いのようなものがあったということは今

初めて知りましたし、残念な気持ちも致しますが、木造平屋建てになって、地域材を使い、

地元の業者にも大いに活躍していただくっていう、その内容はとてもいいことだとは思っ

ておりますので、ぜひ、地元材をたくさん使ったいい住宅を建てていただきたいと思いま

す。で、その総務常任委員会の資料によりますと、出雲町Ｃ団地、ちょっと難しい言葉で

用途廃止というふうに出雲町Ｃ団地の60戸が対象になっていますね。平成29年度に32戸、

平成 30 年度に 28 戸が言うなれば募集を停止して、そこに入っていた方達は別な場所に移

転してもらう。つまり、出雲町Ａ団地を 28 年と 29 年に作るんですから、そちらの方に移

っていただくということだとは思うんですけれども。その後ですね、30 年と 31年にもそれ

ぞれ建設計画がありますけれども、今までの 60 戸からＡ団地に建てられたものと 30 年と

31 年に予定しているものを合わせると 45 戸で多少減るんですけれども。人口も減っていま

すが、その戸数でいいというふうに考えておられるんですか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 今ご指摘のように出雲町Ｃ団地、現在 16 棟の戸数で 60 戸と

いうことで、実質入居されている戸数が 43 戸でございます。それとＡ団地とＣ団地、将来

新しく建設される分が 45 戸を予定しております。いわゆる長寿命化計画によりまして、将

来の人口減を見込んで減らしてきてございます。それと先ほども申しましたように、今入

っている方が 43 戸ということで、今住んでいる方については全員希望されれば新しい住宅

に住むことができるということでございます。以上でございます。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 分かりました。で、少し戻りますけれども、先ほどの１億 8,000

万円程度というのは１カ年の１棟 10 戸の金額というふうに考えてよろしいですか。２年分

じゃないですよね。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 
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○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） １棟 10 戸の分でございます。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） ちょっと１棟 10 戸ってすんなり受け入れてしまいましたけれども、

１棟 10 戸って言うと 10 戸だーっと横に長くっていうイメージなんですか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 失礼いたしました。２棟の 10 戸ですね。１棟５戸で２棟でご

ざいます。大変失礼しました。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 分かりました。それならイメージ出来ます。で、この長寿命化計

画、あるあると言われていましたけれども、今回の説明も入居者に対してだけですよね。

それで、町民全体に対して町営住宅、町の財産ですから、もっと町民にも知らせてあげた

方が良いと思うんですね。それで、建設課の方に行きましたら、その町営住宅の担当の方

がその図面というかお持ちですよね。そういうのを駆使してですね、広報等にＡ３をこう

２つ折りにすれば計画が載せられるんじゃないかなって、ちょっと素人考えですけれども

思うんですね。で、町民はどこにどれだけのものが建てられるのかとか、どこのものがど

れだけ無くなるのとかっていうのも知らないと思うんですよ。そういうのも知らせていっ

た方が良いと思うんです。今すぐに次の号ですぐ無理っていうのはあるかもしれませんけ

れども、今後そういう形で町民に知らせるというお考えはどうでしょうか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 基本的に町営住宅は現在住まわれている方、そして住宅を希

望している方ということで、情報を出すことは問題はないと思いますけれども。一般的に

全町民に対して、もちろん公にしない何物もないんですけれども。例えば年次プログラム、

いわゆる計画については現在公表しておりません。というのは国の予算なんかも毎年、年

度の途中で変わってきまして、それに対応する町の予算もそうですけれども、なかなかこ

う計画は立つんでしょうけれども、それがまた逐次変更になるとですね、ある意味町民に

対しても不信感を与えるのかなという事もありまして、今のところは公表はしてございま

せんので、そういうことで今後も考えてございます。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 事情は分かりましたけれども、直近で確実になるようなものはで

すね、今入っている人だけじゃないと思うんですよ。新たに入居希望を出して、または移

住してきた方で町営住宅に入りたいという方もいらっしゃると思うんですよね。そういう
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広い視野で、確実なものに関してはなるべく図面入りというか、イラストでも良いんです。

図解入りで分かりやすく町民に知らせていただきたいと思います。よろしくお願いします。

答弁していただけますか。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 議長、建設課長。 

○議長（能登谷正人君） 建設課長。 

○建設課長（佐藤隆雄君） 基本的には建て替えることによって今入っている方々に移っ

ていただくということが基本になっております。それで空きがあれば一般町民の方にもと

いうことにもなるものですから。基本的には今住まわれている方の建替え移動ということ

を基本にしておりますので、そういったことで考えていきたいと思っております。よろし

くお願いします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） どうも広い視野に立つのは困難なようでございます。予算委員会

等で予算上がってくると思いますので、議会だより等で工夫して載せていけたらなと今ち

ょっと思い浮かべているところでございます。 

それでは２つ目に移ります。医療の質をあげるためにということで質問いたします。 

①木古内町の国保病院や十勝管内公立芽室病院では日本医療機能評価機構による機能評

価認定を受けております。ちょうど北海道新聞の記事なんですけれども、昨年の９月に医

療の質お墨付き、機能評価の全国認定を受けたということで、総看護師長と事務局長が笑

顔で写っている写真が掲載されておりますが、八雲総合病院でも是非、それを目指しては

どうかということを提案いたします。 

２つ目、無料低額診療という施策があります。それを実施している病院は函館では稜北

病院や中央病院、共愛会病院などが該当します。お金が無くて医療にかかれない人を無く

すための施策です。現在、改築中の総合病院はこれからオープンするために様々なハード

ルを超えていかなければならないと思いますが、新しく気持ちを入れ直して地域医療にあ

たるために、全ての人に良い医療をという地点に立って、無料低額診療導入を検討しては

いかがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは、日本医療機能評価機構が行う病院機能評価のご質問に

お答えいたします。病院機能評価は病院が組織的に医療を提供するための基本的な活動及

び機能が適切に実施されているかどうかを評価する仕組みで、審査の結果、一定の水準を

満たしていると認められた病院に対して、有効期間５年間の認定証が発行されます。受診

費用として当院の規模では 300 万ほどかかります。 

この事業は平成９年４月に始まり、現在全国の病院の 26.7％が認定されています。北海

道では 125病院が認定されており、うち自治体病院は 13 病院となっております。審査項目

は約 400 項目あり、優れている点や改善すべき問題点が具体的に示され、病院の現状を客
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観的に把握することが出来、提供される医療サービスの質が向上すると言われております。 

現在、本年 12月の新棟の稼働、来年秋のグランドオープンに向け、電子カルテ導入など、

平常勤務の習熟に時間を要することが想定されております。さらに認定審査を受けるには

事前準備として１年から１年半の期間を要し、全部署をおいて職員の過度の負担を強いる

ことに繋がることから早急に対応することは困難と考えております。 

無料低額診療事業のご質問に対してお答えいたします。無料低額診療事業は議員のご質

問にもありましたとおり、社会福祉法第２条第３項に基づいて経済的理由により適切な医

療を受けられない低所得者・ホームレス等に無料または低額で診療を行う事業であります。

事業の実施は年間延べ患者数のうち、生活保護者及び無料または診療費の 10％以上の減免

を受けられる患者数が１割以上であることが基準となっており、減免基準は実施病院で設

定することとなっております。実施医療機関では全額免除は１カ月の収入が生活保護基準

の概ね 120から 130％以下、一部免除は 150％以下と内規等で定めております。免除は診療

費に限り行われ、院外処方箋による調剤薬局での支払いなどは対象となっておりません。

北海道では現在 57 医療機関で実施されておりますが、自治体病院における実施例はありま

せん。社会福祉法人、医療法人などには法人税や固定資産税の税制優遇措置がありますが、

自治体病院には優遇措置はありません。この事業に対する財源補てんはなく、医療収益の

減額部分は一般会計が負担することが考えられますので、現状における事業導入は困難と

考えております。 

以上であります。よろしくお願いいたします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 元気なくお答えいただきましたけれども。今、早急にということ

は私も無理ではないかなと思っております。だから今言っているんです。今後ですね是非

考えていただきたいと思っております。公益財団法人日本医療機能評価機構というのは、

どういう団体かって言いますと、厚生労働省、日本医師会、日本病院会、全国自治体病院

協議会、全日本病院協会、日本医療法人協会、日本精神科病院協会、日本歯科医師会、日

本看護協会、日本薬剤師会、日本病院薬剤師会、健康保険組合連合会、国民健康保険中央

会等、そういうところから財政支援がなされているところであり、全国組織であります。 

第３者から機能評価を受けるということで、確かに事務に膨大な負担がかかる。事務だ

けではありません。病院全体にですね、そうなっております。で、いろんなパターンがあ

るんですけれども、病院機能評価結果の情報提供って言って、評価項目が約 400 って言い

ましたけれども、正確ではないですが 500 項目とかそのくらい、Ａ４で 46 ページというそ

ういう項目が一般病院というか、八雲総合病院であればこのくらいの項目が当てはまるの

ではないかなと。精神科もありますし、療養病床もありますし、感染ベッドもあるという

ことで、そういうのを総合的に評価するような項目が網羅されております。私ちょっと心

配だったのは喫煙のことです。全面禁煙じゃなきゃ駄目だというふうになっているのかな

と思っていたんですけれども、変な話、分煙状態も調べるような内容になっておりました。
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具体的に言いますと、禁煙・分煙に配慮されている。それから喫煙区域が設けられ分煙さ

れている。喫煙区域の内外に適切な表示がある。もう１つ喫煙場所の換気に配慮されてい

る。換気の能力ということであります。５つ目もありました。職員に対して院内における

分煙が徹底されているかどうか。そういう５項目に分かれておりましたので、全面禁煙で

なければ評価が低いというものではないようです。是非、挑戦していただきたいんですけ

れども。 

もう１つ付け加えますと、八雲総合病院は平成 19年９月に研修医指定病院となっており

ます。医師法第 16 条に基づく卒後臨床研修病院については、平成 15 年に厚生労働省医政

局長からの通知ですけれども、「将来、第３者による評価を受け、その結果を公表すること

を目指すこと。医師法第 16条の２第１項に規定する臨床研修に関する省令の施行について、

第２の５臨床研修病院の指定の基準より」ということで、そういうふうに義務づけではな

いんでしょうけれども、目指しないさいと。目指すべきであるということが強く厚生労働

省からも通知されております。そういうことで、病院が新しくなって落ち着いた時に是非、

これに挑戦していただきたいと思います。設置者、責任者としての町長のご見解をお伺い

いたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤議員にお答えいたします。概ね理解はさせていただいたと思

っております。これからにつきましては新しい体制になり、医療機能評価機構の評価がど

のように総合病院に対してメリットとデメリットを踏まえて、考えるに値することだと考

えておりますので、ご理解をお願い致します。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） それでは無料低額診療の方ですけれども、自治体病院では道内で

はやられているところがないというお話でした。それだからこそ、八雲らしいんですけれ

ども。八雲ただ１つだけがやるということに抵抗がある町ですよね。だからなかなかトッ

プランナーにならない。そこを突破して無料低額診療を自治体病院でもやろうじゃないか

と、そういう気概に立っていただきたいと思いますけれどもいかがですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤議員のおっしゃるとおりですね、心持はそういうふうに私も

思いますけれども。ただしですね、医療の分は減額分に対しては一般会計が負担するとい

うことでありますので。まだまだ八雲総合病院におきましては問題等もたくさん今抱えて

おりますので。その辺も推移を見ながらですね、またこの新しいグランドオープンを見据

えて進む上で、財政的なものを踏まえて考えてまいりたいと思っているところです。ご理

解の程をよろしくお願いいたします。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 
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○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） 町内には実際、ご夫婦で二人とも年金は出ているけれども、生活

保護の水準にもいっていないという世帯もございまして。病院にかかるのに健康な時は良

かったとは思いますが、病気になった時に大変生活が苦しいということで、この無料低額

診療を頼りに勤医協の病院を頼りに、最初のうちだけ無料の場合もありますね、生活水準

によって。あとは減額措置をとってもらって低い金額で支払いをしていく。または返せる

ような財政力をつけたら払っていくという形になるというふうに聞いております。また、

対象患者が１割以上なければならないというのもございますが、ソーシャルワーカーを必

ず置いている病院でなければならない。で、八雲総合病院はソーシャルワーカーを置いて

おりますよね。その辺は事務長に答えていただきたいと思いますけれども。そんなに財政

を圧迫するようなものではないので、是非、行政としても病院としても勉強していただき

たいのですが。事務長、どうでしょうか。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） 議長、総合病院事務長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院事務長。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） この無料低額診療事業、勤医協系列の病院、または言

いましたように中央病院でやっているのは分かりました。ただこれ大変ですね、政策的医

療の側面が強いのかなと。それともう１つは先ほど議員おっしゃったようにですね、社会

保障制度の隙間の中に取り残されたと言ったらおかしいのですけれども、そういう方を対

象にしているというふうに感じております。ただ、医師法の 19条で当然応需義務もありま

すし、うちの方で先ほど質問ありましたとおり、うちの方にも社会福祉士常駐しておりま

す。そういう職員も配置しておりますので、普段はあれでしょうけれども、医療費の金銭

的にそういう相談にも応じる体制を取っておりますので。これをうちが実施した場合にど

のくらいがどうなるかという試算は私も承知しておりませんけれども、ただ体制としては

この事業がなくても応需義務で救急も含めてですね、または支払いについての相談業務も

しておりますので、ご理解をしていただきたいというふうに考えております。 

（「ソーシャルワーカーについては」という声あり。） 

○総合病院事務長（齊藤眞弘君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） いいよ、続けて。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） ２名、精神科と一般社会福祉士２名、２名の４名おり

ます。 

○１番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○１番（佐藤智子君） この無料低額診療というものを導入しなくても、低所得者に対し

ては対応しますよというお答えだったとは思いますが、これは先ほどもそうでしたけれど

も、厚生省の社会援護局総務課から無料低額診療事業、社会福祉法第２条第３項第９号の

規定に基づき、生計困難者が経済的な理由によって必要な医療を受ける機会を制限される

ことのないよう無料または低額な料金で診療を行う事業であり、先ほど自治体病院は優遇
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措置がないということで魅力ないのかもしれませんけれども、ＤＶ被害者ですとか、ホー

ムレスですとか、要保護者、そういう方たちも対象にやられる事業ですので、是非ですね、

こういう制度もあるという事を頭において、機会があったら導入していただきたいと思い

ます。 

以上で質問を終わらせていただきます。お疲れ様でした。 

○議長（能登谷正人君） 以上で佐藤智子さんの質問は終わりました。 

 これをもって通告の質問が全部終わりました。 

 一般質問を終結いたします。 

 

◎◎◎◎    散散散散会会会会宣告宣告宣告宣告    

○議長（能登谷正人君） 以上で本日の議事日程は全部終了いたしました。 

 これをもって散会いたします。 

 次の会議は明日午前 10 時の会議を予定しております。 

 

〔散会 午後 ３時１４分〕 

 

  


